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１．付録 
令令和和 22 年年版版  看看護護小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護支支援援事事業業所所ににおおけけるる事事業業所所評評価価のの手手引引きき  

 

地域密着型サービスである指定看護小規模多機能型居宅介護では、平成 26 年度老人

保健健康増進等事業「複合型サービスにおける自己評価・外部評価の在り方に関する調

査研究事業（実施者：三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社）」を参考に、サ

ービスの改善及び質の向上に資する適切な手法により行うこととされて、従業者個人及

び事業所の自己評価、さらに運営推進会議において第三者評価を受けることが義務付け

られているところである。 

令和 2 年度老人保健健康増進等事業「看護小規模多機能型居宅介護事業所及び療養通

所介護事業所の業務負担軽減に関する事業（実施者：公益財団法人日本訪問看護財団）」

において、当該評価について調査した結果、構造（ストラクチャー）、過程（プロセス）

及び結果（アウトカム）で構成されている 44 の評価表は意義があるものの評価する上

で、担当者にとって負担感が大きいという結果となった。 

そこで、評価の負担感を軽減し、サービス改善や質向上を図るための方法について、

表現や項目数の見直しに関する意見があったが、以下のとおり提案する 

（資料 1「全体のフローチャート」） 

① 既存の評価表・44 項目は変更せずに使用する 

② 評価する項目を従業者と管理者が分割して評価し、管理者が取りまとめて事業所評

価を行う（資料 2「中項目からみた評価担当者別評価表」、資料 3「小項目からみた

評価担当者別評価表」） 

③ 運営推進会議による評価項目は「地域包括ケアシステムの構築に向けての、まち

づくりへの参画」を中心にする（資料 2「中項目からみた評価担当者別評価表」、

資料 3「小項目からみや評価担当者別評価表」） 

④ 事業所内でミーティングを行い評価の確定と全従業者間で共有する 

⑤ 各評価項目を「よくできている：3 点」「おおよそできている：2 点」「あまりでき

ていない：1 点」「全くできていない：0 点」というように点数化して可視化し、

定期的に経年変化を評価する（資料 4「サービスの改善及び質向上の経年評価」 ） 

※各事業所で記載できるようにひな形をダウンロード可能として本財団ホームペー

ジに掲載予定。 

以上、今回の見直し案を参考例として、現場で活用していただくことを提案する。 
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及び結果（アウトカム）で構成されている 44 の評価表は意義があるものの評価する上

で、担当者にとって負担感が大きいという結果となった。 

そこで、評価の負担感を軽減し、サービス改善や質向上を図るための方法について、

表現や項目数の見直しに関する意見があったが、以下のとおり提案する 

（資料 1「全体のフローチャート」） 

① 既存の評価表・44 項目は変更せずに使用する 
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評価表」、資料 3「小項目からみた評価担当者別評価表」） 

③ 運営推進会議による評価項目は「地域包括ケアシステムの構築に向けての、まち

づくりへの参画」を中心にする（資料 2「中項目からみた評価担当者別評価表」、

資料 3「小項目からみや評価担当者別評価表」） 

④ 事業所内でミーティングを行い評価の確定と全従業者間で共有する 

⑤ 各評価項目を「よくできている：3 点」「おおよそできている：2 点」「あまりでき

ていない：1 点」「全くできていない：0 点」というように点数化して可視化し、
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資料２　中項目からみた評価担当者別評価表

1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7 7
8 8
9 9
10 10
11 11
12 12
13 13
14 14
15 15
16 16
17 17
18 18
19 19
20 20
21 21
22 22
23 23
24 24
25 25
26 26
27 27
28 28
29 29
30 30
31 31
32 32
33 33
34 34
35 35
36 36
37 37
38 38
39 39
40 40
41 41
42 42
43 43
44 44

※ 評価者別の表示について

評価表の構造 評価表の組み合わせ
Donabed

ian 大項目 中項目 評価担当者の分割

構
造
（

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
）

Ⅰ事業所の評価

（１）理念等の明確化

〇管理者が評価

（２）人材の育成

（３） 組織体制の構築

（４） 情報提供・共有のための基盤整備

（５） 安全管理の徹底

過
程
（

プ
ロ
セ
ス
）

Ⅱ
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
の
評
価

１．利用者
等の特性・
変化に応じ
た専門的な
サービス提

供

（１） 利用者等の状況把握及びアセスメン
トに基づく計画の作成

（２） 医療ニーズの高い利用者の在宅での
療養生活を支える、地域拠点としての機能
の発揮

〇従業者が評価
〇管理者のとりまとめに
 よる事業所評価

（２） 利用者等の状況変化への迅速な対応
とケアマネジメントの実践

（３）介護職・看護職の協働による一体的
 なサービスの提供

（４）利用者等との情報及び意識の共有

２．多機関・
多職種との

連携

（１） 病院・施設等との連携による円滑で
切れ目のないケアの提供

〇管理者が評価
※従来は「過程」だが「構造」に
 移動

（２）多職種との連携体制の構築

３．誰でも
安心して暮
らせるまち
づくりへの

参画

（１）地域への積極的な情報発信及び提案

〇従業者が評価
〇管理者のとりまとめに
 よる事業所評価

（３）地域包括ケアシステムの構築に向け
ての、まちづくりへの参画

〇主として運営推進会議で評価

従業者が評価し管理者がとりまとめる（ブルー）
主として運営推進会議で評価（ピンク）

結
果

(

ア
ウ
ト
カ

ム
） Ⅲ結果評価

〇管理者が評価
※運営推進会議で報告
※行政への報告

管理者が評価（グリーン）

              
 

資料１全体のフローチャート 

 

 

【通知より抜粋】看護小規模多機能型居宅介護における自己評価は、事業所の全ての従業者

等が自ら提供するサービス内容についての振り返りとして行う自己評価（従業者等自己評

価）と、従業者等が相互に事業所が提供するサービス内容について振り返りとして行う自己

評価（事業所自己評価）により構成される。運営推進会議における評価について⑴ 運営推

進会議における評価は、事業所自己評価で取りまとめた当該事業所で提供されているサー

ビスの内容や課題等について、運営推進会議に報告した上で、利用者、地域の医療関係者、

市町村職員、地域住民等が第三者の観点からの意見を得ることにより、新たな課題や改善点

を明らかにし、サービスの質の向上を図るとともに、地域包括ケアの中で当該事業所が果た

すべき役割を明らかにしていくことを目指すものである。 

「老振発第０３２７第４号/老老発第０３２７第１号平成２７年３月２７日指定地域密着型サービスの事

業の人員、設備及び運営に関する基準第３条の 37 第１項 に定める介護・医療連 

 携推進会議、第 85 条第１項（第 182 条第１項において準用する場合 を含む）に規定する運営推進会議

を活用した評価の実施等について」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

   

 

 

                

管管理理者者がが評評価価しし、、従従業業者者等等がが相相互互にに振振りり返返るるここととにによよるる事事業業所所評評価価  

ⅠⅠ事事業業所所のの評評価価（（11～～1100））、、ⅡⅡ--22..多多機機関関・・多多職職種種ととのの連連携携（（3300,,3311））  

ⅡⅡ--33 誰誰ででもも安安心心ししてて暮暮ららせせるるままちちづづくくりりへへのの参参画画（（3322～～3344））、、ⅢⅢ結結果果評評価価（（4422～～4444））  

  

従従業業者者がが評評価価しし、、管管理理者者ががととりりままととめめにによよるる事事業業所所評評価価  

ⅡⅡ--11 利利用用者者等等のの特特性性・・変変化化にに応応じじたた専専門門的的ななササーービビスス提提供供（（1111～～2277））  

ⅡⅡ--22 多多機機関関・・多多職職種種ととのの連連携携（（2288,,2299））  

ⅡⅡ--33（（22））医医療療ニニーーズズのの高高いい利利用用者者のの在在宅宅ででのの療療養養生生活活をを支支ええるる、、  

地地域域拠拠点点ととししててのの機機能能のの発発揮揮（（3355～～3377））  

主主ととししてて運運営営推推進進会会議議でで評評価価    

  ⅡⅡ--33 誰誰ででもも安安心心ししてて暮暮ららせせるるままちちづづくくりりへへのの参参画画（（3388～～4411））  

事事業業所所内内ででミミーーテティィンンググをを行行っったたののちち、、事事業業所所ととししててのの評評価価をを確確定定  

※評価者別の表示について：  

 

管理者が評価(グリーン) 

従業者が評価し、管理者がとりまとめる（ブルー） 主として運営推進会議で評価（ピンク） 

資料１　全体のフローチャート
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資料２　中項目からみた評価担当者別評価表
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等が自ら提供するサービス内容についての振り返りとして行う自己評価（従業者等自己評
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進会議における評価は、事業所自己評価で取りまとめた当該事業所で提供されているサー

ビスの内容や課題等について、運営推進会議に報告した上で、利用者、地域の医療関係者、

市町村職員、地域住民等が第三者の観点からの意見を得ることにより、新たな課題や改善点
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業の人員、設備及び運営に関する基準第３条の 37 第１項 に定める介護・医療連 

 携推進会議、第 85 条第１項（第 182 条第１項において準用する場合 を含む）に規定する運営推進会議

を活用した評価の実施等について」より 
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ⅡⅡ--33 誰誰ででもも安安心心ししてて暮暮ららせせるるままちちづづくくりりへへのの参参画画（（3322～～3344））、、ⅢⅢ結結果果評評価価（（4422～～4444））  

  

従従業業者者がが評評価価しし、、管管理理者者ががととりりままととめめにによよるる事事業業所所評評価価  

ⅡⅡ--11 利利用用者者等等のの特特性性・・変変化化にに応応じじたた専専門門的的ななササーービビスス提提供供（（1111～～2277））  

ⅡⅡ--22 多多機機関関・・多多職職種種ととのの連連携携（（2288,,2299））  

ⅡⅡ--33（（22））医医療療ニニーーズズのの高高いい利利用用者者のの在在宅宅ででのの療療養養生生活活をを支支ええるる、、  

地地域域拠拠点点ととししててのの機機能能のの発発揮揮（（3355～～3377））  

主主ととししてて運運営営推推進進会会議議でで評評価価    

  ⅡⅡ--33 誰誰ででもも安安心心ししてて暮暮ららせせるるままちちづづくくりりへへのの参参画画（（3388～～4411））  

事事業業所所内内ででミミーーテティィンンググをを行行っったたののちち、、事事業業所所ととししててのの評評価価をを確確定定  

※評価者別の表示について：  

 

管理者が評価(グリーン) 

従業者が評価し、管理者がとりまとめる（ブルー） 主として運営推進会議で評価（ピンク） 

資料２　中項目からみた評価担当者別評価表

Ⅱ
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
の
評
価
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料３　小項目からみた評価担当者別評価表

１．サービスに求められる「①医療ニーズの高い利用者の在宅生活の継続支援」、「②在宅での看取り
の支援」、「③生活機能の維持回復」、「④家族の負担軽減」、「⑤地域包括ケアへの貢献」を含む、
独自の理念等を掲げている

２．サービスの特徴および事業所の理念等について、職員がその内容を理解し、実践している

３．職員との話し合いなどを通じて、各職員の中長期的な育成計画などを作成している

４．法人内外の研修を受ける機会を育成計画等に基づいて確保するなど、職員の専門技術の向上のため
の日常業務以外での機会を確保している

５．介護職・看護職・介護支援専門員の間で、職員が相互に情報を共有する機会が、確保されている

６．運営推進会議で得られた要望、助言等を、　サービスの提供等に反映させている

７．職員が、安心して働くことができる就業環境の整備に努めている

病院・施設等との連携による円
滑で切れ目のないケアの提供

30.地域の医療機関等との連携により、休日夜間等を含めて、すべての利用者について、急変時に即座
 に対応が可能な体制が構築されている

多職種との連携体制の構築
31.運営推進会議等において、利用者のために必要と考えられる包括的なサポートについて、民生委
員・地域包括支援センター・市区町村職員等への情報提供や提案が行われている

32.運営推進会議の記録について、誰でも見ることができるような方法での情報発信が、迅速に行われ
ている

33．サービスの概要や地域において果たす役割等について、正しい理解を広めるため、地域住民向け
の積極的な啓発活動が行われている

医療ニーズの高い利用者の在宅
での療養生活を支える、地域拠
点としての機能の発揮

34．看護小規模多機能型居宅介護事業所の登録者以外を対象とした訪問看護を積極的に実施している

情報提供・共有のための基
盤整備

8．利用者等の情報について、随時更新を行うとともに、必要に応じて職員間で迅速に共有できるよう
工夫されている

9．サービス提供に係る利用者等および職員の安全確保のため、事業所においてその具体的な対策が講
じられている

10．災害などの緊急時においても、サービス提供が継続できるよう、職員、利用者、関係機関の間
で、具体的な対応方針が共有されている

11.在宅時の利用者の生活状況や家族等介護者の状況等を含む、利用者等の24時間の暮らし全体に着目
したアセスメントが行われている

12．介護職と看護職がそれぞれの視点から実施したアセスメントの結果が、両職種の間で共有されて
いる

13．家族を含む利用者等の考えを把握するとともに、その目標の達成に向けた計画が作成されている

14.利用者の有する能力を最大限に活かした、「心身の機能の維持回復」「生活機能の維持又は向上」
を目指すことを重視した計画が作成されている

15．利用者の今後の状況変化の予測と、リスク管理を踏まえた計画が作成されている

16.サービス提供を通じた継続的なアセスメントにより、利用者等の状況変化を早期に把握し、計画へ
の適宜反映が行われている

17．通い・泊まりの利用に過度に偏らないよう、適時適切に利用者宅を訪問することで、家族等を含
めた居宅での生活状況の変化を継続的に把握している

18．利用者等の状況変化や目標の達成状況等について、主治医など、事業所内外を含む関係多職種と
情報が共有されている

介護職・看護職の協働によ
る一体的なサービスの提供

19．介護職と看護職のそれぞれの専門性を最大限に活かしながら、柔軟な役割分担が行われている

Ⅰ．事業運営の評価 管理者のみが評価

理念等の明確化

人材の育成

組織体制の構築

地域への積極的な情報発信及び
提案

 安全管理の徹底

Ⅱ．サービス提供等の評価
従業者が自己のケアを振り返り、それを管理者がとりまとめ、事業所評価とする

利用者等の状況把握及びア
セスメントに基づく計画の
作成

利用者等の状況変化への迅
速な対応とケアマネジメン
トの実践

1 ページ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料３　小項目からみた評価担当者別評価表

20.利用者等の状況について、介護職と看護職が互いに情報を共有し対応策を検討するなど、両職種間
の連携が行われている

21．看護職から介護職に対して、疾病予防・病状の予後予測・心身の機能の維持回復などの観点か
ら、情報提供や提案等を行っている

22.サービスの趣旨および特徴等について、分かりやすく説明し、利用者等の理解を得ている

23.作成した計画の内容や在宅での療養生活の継続に向けて留意すべき点等について、分かりやすく説
明し、利用者等の理解を得ている
24.利用者等が行う医療処置や医療機器の取り扱い方法、家族等が行うケアの提供方法等について、分
かりやすく説明し、利用者等の理解を得ている
25.利用者本人（意思の決定・表示ができない場合は家族等）の希望や意向を把握し、サービスの提供
に反映している
26．在宅生活の継続の可否を検討すべき状況を予め想定し、その際の対応方針等について、利用者等
と相談・共有することができている
27．終末期ケアにおいて、利用者等に適切な時期を見計らって、予後および死までの経過を丁寧に説
明し、説明した内容や利用者等の意向等を記録として残している
28．病院・施設等との連携・情報共有等により、病院・施設等からの、利用者の円滑な在宅生活への
移行を支援している

29.すべての利用者について、緊急時の対応方針等を、主治医等と相談・共有することができている

35．「たん吸引」を必要とする要介護者を受け入れることができる体制が整っており、積極的に受け
入れている
36．「人工呼吸器」を必要とする要介護者を受け入れることができる体制が整っており、積極的に受
け入れている
37. 「看取り支援」を必要とする要介護者を受け入れることができる体制が整っており、積極的に受け
入れている

38.管理者および職員が、行政が介護保険事業計画等で掲げている、地域包括ケアシステムの構築方針
や計画の内容等について理解している
39．サービスの提供エリアについて、特定の集合住宅等に限定せず、地域に対して積極的にサービス
を提供している
40.介護・看護の観点から、地域の関係者に対し、必要に応じて課題提起や改善策の提案等が行われて
いる
41.家族等や近隣住民などに対し、その介護力の引き出しや向上のための具体的な取組等が行われてい
る

42.サービスの導入により、利用者ごとの計画目標が達成されている

１）ほぼ全ての利用者について、達成されている

２）利用者の２/３くらいについて、達成されている

３）利用者の１/３くらいについて、達成されている

４）利用者の１/３には満たない

43．サービスの導入により、利用者およびその家族等において、医療が必要な状況下においての在宅
での療養生活の継続に対し、安心感が得られている

１）ほぼ全ての利用者について、達成されている

２）利用者の２/３くらいについて、達成されている

３）利用者の１/３くらいについて、達成されている

４）利用者の１/３には満たない

44．サービスの導入により、在宅での看取りを希望する利用者およびその家族等において、在宅での
看取りに対する安心感が得られている

１）ほぼ全ての利用者について、達成されている

２）利用者の２/３くらいについて、達成されている

３）利用者の１/３くらいについて、達成されている

４）利用者の１/３には満たない

５）看取りの希望者はいない

運営推進会議で評価

地域包括ケアシステムの構
築に向けての、まちづくり
への参画

Ⅲ．評価結果 管理者のみが評価

 病院・施設等との連携によ
る円滑で切れ目のないケア
の提供

利用者等との情報及び意識
の共有

医療ニーズの高い利用者の
在宅での療養生活を支え
る、地域拠点としての機能
の発揮

介護職・看護職の協働によ
 る一体的なサービスの提供

2 ページ

資料３　小項目からみた評価担当者別評価表
資料２　中項目からみた評価担当者別評価表
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40 40
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※ 評価者別の表示について

評価表の構造 評価表の組み合わせ
Donabed

ian 大項目 中項目 評価担当者の分割

構
造
（

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
）

Ⅰ事業所の評価

（１）理念等の明確化

〇管理者が評価

（２）人材の育成

（３） 組織体制の構築

（４） 情報提供・共有のための基盤整備

（５） 安全管理の徹底

過
程
（

プ
ロ
セ
ス
）

Ⅱ
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
の
評
価

１．利用者
等の特性・
変化に応じ
た専門的な
サービス提

供

（１） 利用者等の状況把握及びアセスメン
トに基づく計画の作成

（２） 医療ニーズの高い利用者の在宅での
療養生活を支える、地域拠点としての機能
の発揮

〇従業者が評価
〇管理者のとりまとめに
 よる事業所評価

（２） 利用者等の状況変化への迅速な対応
とケアマネジメントの実践

（３）介護職・看護職の協働による一体的
 なサービスの提供

（４）利用者等との情報及び意識の共有

２．多機関・
多職種との

連携

（１） 病院・施設等との連携による円滑で
切れ目のないケアの提供

〇管理者が評価
※従来は「過程」だが「構造」に
 移動

（２）多職種との連携体制の構築

３．誰でも
安心して暮
らせるまち
づくりへの

参画

（１）地域への積極的な情報発信及び提案

〇従業者が評価
〇管理者のとりまとめに
 よる事業所評価

（３）地域包括ケアシステムの構築に向け
ての、まちづくりへの参画

〇主として運営推進会議で評価

従業者が評価し管理者がとりまとめる（ブルー）
主として運営推進会議で評価（ピンク）

結
果

(

ア
ウ
ト
カ

ム
） Ⅲ結果評価

〇管理者が評価
※運営推進会議で報告
※行政への報告

管理者が評価（グリーン）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料３　小項目からみた評価担当者別評価表

１．サービスに求められる「①医療ニーズの高い利用者の在宅生活の継続支援」、「②在宅での看取り
の支援」、「③生活機能の維持回復」、「④家族の負担軽減」、「⑤地域包括ケアへの貢献」を含む、
独自の理念等を掲げている

２．サービスの特徴および事業所の理念等について、職員がその内容を理解し、実践している

３．職員との話し合いなどを通じて、各職員の中長期的な育成計画などを作成している

４．法人内外の研修を受ける機会を育成計画等に基づいて確保するなど、職員の専門技術の向上のため
の日常業務以外での機会を確保している

５．介護職・看護職・介護支援専門員の間で、職員が相互に情報を共有する機会が、確保されている

６．運営推進会議で得られた要望、助言等を、　サービスの提供等に反映させている

７．職員が、安心して働くことができる就業環境の整備に努めている

病院・施設等との連携による円
滑で切れ目のないケアの提供

30.地域の医療機関等との連携により、休日夜間等を含めて、すべての利用者について、急変時に即座
 に対応が可能な体制が構築されている

多職種との連携体制の構築
31.運営推進会議等において、利用者のために必要と考えられる包括的なサポートについて、民生委
員・地域包括支援センター・市区町村職員等への情報提供や提案が行われている

32.運営推進会議の記録について、誰でも見ることができるような方法での情報発信が、迅速に行われ
ている

33．サービスの概要や地域において果たす役割等について、正しい理解を広めるため、地域住民向け
の積極的な啓発活動が行われている

医療ニーズの高い利用者の在宅
での療養生活を支える、地域拠
点としての機能の発揮

34．看護小規模多機能型居宅介護事業所の登録者以外を対象とした訪問看護を積極的に実施している

 情報提供・共有のための基
盤整備

8．利用者等の情報について、随時更新を行うとともに、必要に応じて職員間で迅速に共有できるよう
工夫されている

9．サービス提供に係る利用者等および職員の安全確保のため、事業所においてその具体的な対策が講
じられている

10．災害などの緊急時においても、サービス提供が継続できるよう、職員、利用者、関係機関の間
で、具体的な対応方針が共有されている

11.在宅時の利用者の生活状況や家族等介護者の状況等を含む、利用者等の24時間の暮らし全体に着目
したアセスメントが行われている

12．介護職と看護職がそれぞれの視点から実施したアセスメントの結果が、両職種の間で共有されて
いる

13．家族を含む利用者等の考えを把握するとともに、その目標の達成に向けた計画が作成されている

14.利用者の有する能力を最大限に活かした、「心身の機能の維持回復」「生活機能の維持又は向上」
を目指すことを重視した計画が作成されている

15．利用者の今後の状況変化の予測と、リスク管理を踏まえた計画が作成されている

16.サービス提供を通じた継続的なアセスメントにより、利用者等の状況変化を早期に把握し、計画へ
の適宜反映が行われている

17．通い・泊まりの利用に過度に偏らないよう、適時適切に利用者宅を訪問することで、家族等を含
めた居宅での生活状況の変化を継続的に把握している

18．利用者等の状況変化や目標の達成状況等について、主治医など、事業所内外を含む関係多職種と
情報が共有されている

19．介護職と看護職のそれぞれの専門性を最大限に活かしながら、柔軟な役割分担が行われている

Ⅰ．事業運営の評価 管理者のみが評価

理念等の明確化

人材の育成

組織体制の構築

地域への積極的な情報発信及び
提案

 安全管理の徹底

Ⅱ．サービス提供等の評価
従業者が自己のケアを振り返り、それを管理者がとりまとめ、事業所評価とする

利用者等の状況把握及びア
セスメントに基づく計画の
作成

利用者等の状況変化への迅
速な対応とケアマネジメン

トの
実践

1 ページ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料３　小項目からみた評価担当者別評価表

20.利用者等の状況について、介護職と看護職が互いに情報を共有し対応策を検討するなど、両職種間
の連携が行われている

21．看護職から介護職に対して、疾病予防・病状の予後予測・心身の機能の維持回復などの観点か
ら、情報提供や提案等を行っている

22.サービスの趣旨および特徴等について、分かりやすく説明し、利用者等の理解を得ている

23.作成した計画の内容や在宅での療養生活の継続に向けて留意すべき点等について、分かりやすく説
明し、利用者等の理解を得ている
24.利用者等が行う医療処置や医療機器の取り扱い方法、家族等が行うケアの提供方法等について、分
かりやすく説明し、利用者等の理解を得ている
25.利用者本人（意思の決定・表示ができない場合は家族等）の希望や意向を把握し、サービスの提供
に反映している
26．在宅生活の継続の可否を検討すべき状況を予め想定し、その際の対応方針等について、利用者等
と相談・共有することができている
27．終末期ケアにおいて、利用者等に適切な時期を見計らって、予後および死までの経過を丁寧に説
明し、説明した内容や利用者等の意向等を記録として残している
28．病院・施設等との連携・情報共有等により、病院・施設等からの、利用者の円滑な在宅生活への
移行を支援している

29.すべての利用者について、緊急時の対応方針等を、主治医等と相談・共有することができている

35．「たん吸引」を必要とする要介護者を受け入れることができる体制が整っており、積極的に受け
入れている
36．「人工呼吸器」を必要とする要介護者を受け入れることができる体制が整っており、積極的に受
け入れている
37. 「看取り支援」を必要とする要介護者を受け入れることができる体制が整っており、積極的に受け
入れている

38.管理者および職員が、行政が介護保険事業計画等で掲げている、地域包括ケアシステムの構築方針
や計画の内容等について理解している
39．サービスの提供エリアについて、特定の集合住宅等に限定せず、地域に対して積極的にサービス
を提供している
40.介護・看護の観点から、地域の関係者に対し、必要に応じて課題提起や改善策の提案等が行われて
いる
41.家族等や近隣住民などに対し、その介護力の引き出しや向上のための具体的な取組等が行われてい
る

42.サービスの導入により、利用者ごとの計画目標が達成されている

１）ほぼ全ての利用者について、達成されている

２）利用者の２/３くらいについて、達成されている

３）利用者の１/３くらいについて、達成されている

４）利用者の１/３には満たない

43．サービスの導入により、利用者およびその家族等において、医療が必要な状況下においての在宅
での療養生活の継続に対し、安心感が得られている

１）ほぼ全ての利用者について、達成されている

２）利用者の２/３くらいについて、達成されている

３）利用者の１/３くらいについて、達成されている

４）利用者の１/３には満たない

44．サービスの導入により、在宅での看取りを希望する利用者およびその家族等において、在宅での
看取りに対する安心感が得られている

１）ほぼ全ての利用者について、達成されている

２）利用者の２/３くらいについて、達成されている

３）利用者の１/３くらいについて、達成されている

４）利用者の１/３には満たない

５）看取りの希望者はいない

運営推進会議で評価

地域包括ケアシステムの構
築に向けての、まちづくり
への参画

Ⅲ．評価結果 管理者のみが評価

 病院・施設等との連携によ
る円滑で切れ目のないケア
の提供

利用者等との情報及び意識
の共有

医療ニーズの高い利用者の
在宅での療養生活を支え
る、地域拠点としての機能
の発揮

介護職・看護職の協働によ
 る一体的なサービスの提供

2 ページ

資料３　小項目からみた評価担当者別評価表
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資
料

４
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

及
び

質
向

上
の

経
年

評
価

評
価

点
数

○
○
○
○
年

○
月

○
○
○
○
年

○
月

○
○
○
○
年

○
月

1
サ

ー
ビ

ス
に

求
め

ら
れ

る
「

①
医

療
ニ

ー
ズ

の
高

い
利

用
者

の
在

宅
生

活
の

継
続

支
援

」
、

「
②

在
宅

で
の

看
取

り
の

支
援

」
、

「
③

生
活

機
能

の
維

持
回

復
」

、
「

④
家

族
の

負
担

軽
減

」
、

「
⑤

地
域

包
括

ケ
ア

へ
の

貢
献

」
を

含
む

、
独

自
の

理
念

等
を

掲
げ

て
い

る

2
サ

ー
ビ

ス
の

特
徴

お
よ

び
事

業
所

の
理

念
等

に
つ

い
て

、
職

員
が

そ
の

内
容

を
理

解
し

、
実

践
し

て
い

る

3
職

員
と

の
話

し
合

い
な

ど
を

通
じ

て
、

各
職

員
の

中
長

期
的

な
育

成
計

画
な

ど
を

作
成

し
て

い
る

4
法

人
内

外
の

研
修

を
受

け
る

機
会

を
育

成
計

画
等

に
基

づ
い

て
確

保
す

る
な

ど
、

職
員

の
専

門
技

術
の

向
上

の
た

め
の

日
常

業
務

以
外

で
の

機
会

を
確

保
し

て
い

る

5
介

護
職

・
看

護
職

・
介

護
支

援
専

門
員

の
間

で
、

職
員

が
相

互
に

情
報

を
共

有
す

る
機

会
が

確
保

さ
れ

て
い

る

6
運

営
推

進
会

議
で

得
ら

れ
た

要
望

、
助

言
等

を
、

　
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

等
に

反
映

さ
せ

て
い

る

7
職

員
が

、
安

心
し

て
働

く
こ

と
が

で
き

る
就

業
環

境
の

整
備

に
努

め
て

い
る

病
院
・

施
設

等
と

の
連

携
に

よ
る

円
滑

で
切
れ

目
の

な
い

ケ
ア

の
提

供
3
0

地
域

の
医

療
機

関
等

と
の

連
携

に
よ

り
、

休
日

夜
間

等
を

含
め

て
、

す
べ

て
の

利
用

者
に

つ
い

て
、

急
変

時
に

即
座

に
対

 
応

が
可

能
な

体
制

が
構

築
さ

れ
て

い
る

多
職
種

と
の

連
携

体
制

の
構

築
3
1

運
営

推
進

会
議

等
に

お
い

て
、

利
用

者
の

た
め

に
必

要
と

考
え

ら
れ

る
包

括
的

な
サ

ポ
ー

ト
に

つ
い

て
、

民
生

委
員

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
・

市
区

町
村

職
員

等
へ

の
情

報
提

供
や

提
案

が
行

わ
れ

て
い

る

3
2

運
営

推
進

会
議

の
記

録
に

つ
い

て
、

誰
で

も
見

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

方
法

で
の

情
報

発
信

が
、

迅
速

に
行

わ
れ

て
い

る

3
3

サ
ー

ビ
ス

の
概

要
や

地
域

に
お

い
て

果
た

す
役

割
等

に
つ

い
て

、
正

し
い

理
解

を
広

め
る

た
め

、
地

域
住

民
向

け
の

積
極

的
な

啓
発

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る

医
療
ニ

ー
ズ

の
高

い
利

用
者

の
在

宅
で

の
療
養

生
活

を
支

え
る

、
地

域
拠

点
と

し
て
の

機
能

の
発

揮
3
4

看
護

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

の
登

録
者

以
外

を
対

象
と

し
た

訪
問

看
護

を
積

極
的

に
実

施
し

て
い

る

Ⅰ
．
事
業
運
営
の
評
価
 
管
理
者
の
み
が
評
価

理
念
等

の
明

確
化

人
材
の

育
成

組
織
体

制
の

構
築

地
域
へ

の
積

極
的

な
情

報
発

信
及

び
提

案

評
価

項
目

・
よ
く
で
き
て
い
る
（
3
点
）

・
お
お
よ
そ
で
き
て
い
る
（
2
点
）

・
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
（
1
点
）

・
全
く
で
き
て
い
な
い
（
０
点
）

氏
名
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1 
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資
料

４
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

及
び

質
向

上
の

経
年

評
価

○
○
○
○
年

○
月

○
○
○
○
年

○
月

○
○
○
○
年

○
月

情
報
提

供
・

共
有

の
た

め
の

基
盤

整
備

8
利

用
者

等
の

情
報

に
つ

い
て

、
随

時
更

新
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
職

員
間

で
迅

速
に

共
有

で
き

る
よ

う
工

夫
さ

れ
て

い
る

9
サ

ー
ビ

ス
提

供
に

係
る

利
用

者
等

お
よ

び
職

員
の

安
全

確
保

の
た

め
、

事
業

所
に

お
い

て
そ

の
具

体
的

な
対

策
が

講
じ

ら
れ

て
い

る

1
0

災
害

な
ど

の
緊

急
時

に
お

い
て

も
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

が
継

続
で

き
る

よ
う

、
職

員
、

利
用

者
、

関
係

機
関

の
間

で
、

具
体

的
な

対
応

方
針

が
共

有
さ

れ
て

い
る

1
1

在
宅

時
の

利
用

者
の

生
活

状
況

や
家

族
等

介
護

者
の

状
況

等
を

含
む

、
利

用
者

等
の

2
4
時

間
の

暮
ら

し
全

体
に

着
目

し
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

が
行

わ
れ

て
い

る

1
2

介
護

職
と

看
護

職
が

そ
れ

ぞ
れ

の
視

点
か

ら
実

施
し

た
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

結
果

が
、

両
職

種
の

間
で

共
有

さ
れ

て
い

る

1
3

家
族

を
含

む
利

用
者

等
の

考
え

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

目
標

の
達

成
に

向
け

た
計

画
が

作
成

さ
れ

て
い

る

1
4

利
用

者
の

有
す

る
能

力
を

最
大

限
に

活
か

し
た

、
「

心
身

の
機

能
の

維
持

回
復

」
「

生
活

機
能

の
維

持
又

は
向

上
」

を
目

指
す

こ
と

を
重

視
し

た
計

画
が

作
成

さ
れ

て
い

る

1
5

利
用

者
の

今
後

の
状

況
変

化
の

予
測

と
、

リ
ス

ク
管

理
を

踏
ま

え
た

計
画

が
作

成
さ

れ
て

い
る

1
6

サ
ー

ビ
ス

提
供

を
通

じ
た

継
続

的
な

ア
セ

ス
メ

ン
ト

に
よ

り
、

利
用

者
等

の
状

況
変

化
を

早
期

に
把

握
し

、
計

画
へ

の
適

宜
反

映
が

行
わ

れ
て

い
る

1
7

通
い

・
泊

ま
り

の
利

用
に

過
度

に
偏

ら
な

い
よ

う
、

適
時

適
切

に
利

用
者

宅
を

訪
問

す
る

こ
と

で
、

家
族

等
を

含
め

た
居

宅
で

の
生

活
状

況
の

変
化

を
継

続
的

に
把

握
し

て
い

る

1
8

利
用

者
等

の
状

況
変

化
や

目
標

の
達

成
状

況
等

に
つ

い
て

、
主

治
医

な
ど

、
事

業
所

内
外

を
含

む
関

係
多

職
種

と
情

報
が

共
有

さ
れ

て
い

る

利
用
者

等
の

状
況

把
握

及
び

ア
セ

ス
メ

ン
ト
に

基
づ

く
計

画
の

作
成

Ⅰ
．
事
業
運
営
の
評
価
 
管
理
者
の
み
が
評
価

 
安

全
管

理
の

徹
底

Ⅱ
．
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
の
評
価

従
業
者
が
自
己
の
ケ
ア
を
振
り
返
り
、
そ
れ
を
管
理
者
が
と
り
ま
と
め
、
事
業
所
評
価
と
す
る

利
用
者

等
の

状
況

変
化

へ
の

迅
速

な
対

応
と
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

実
践

2 
ペ

ー
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料

４
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

及
び

質
向

上
の

経
年

評
価

○
○
○
○
年

○
月

○
○
○
○
年

○
月

○
○
○
○
年

○
月

1
9

介
護

職
と

看
護

職
の

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
性

を
最

大
限

に
活

か
し

な
が

ら
、

柔
軟

な
役

割
分

担
が

行
わ

れ
て

い
る

介
護

職
・

看
護
職

の
協

働
に

よ
る

一
体

 
的

な
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

2
0

利
用

者
等

の
状

況
に

つ
い

て
、

介
護

職
と

看
護

職
が

互
い

に
情

報
を

共
有

し
対

応
策

を
検

討
す

る
な

ど
、

両
職

種
間

の
連

携
が

行
わ

れ
て

い
る

2
1

看
護

職
か

ら
介

護
職

に
対

し
て

、
疾

病
予

防
・

病
状

の
予

後
予

測
・

心
身

の
機

能
の

維
持

回
復

な
ど

の
観

点
か

ら
、

情
報

提
供

や
提

案
等

を
行

っ
て

い
る

2
2

サ
ー

ビ
ス

の
趣

旨
お

よ
び

特
徴

等
に

つ
い

て
、

分
か

り
や

す
く

説
明

し
、

利
用

者
等

の
理

解
を

得
て

い
る

2
3

作
成

し
た

計
画

の
内

容
や

在
宅

で
の

療
養

生
活

の
継

続
に

向
け

て
留

意
す

べ
き

点
等

に
つ

い
て

、
分

か
り

や
す

く
説

明
し

、
利

用
者

等
の

理
解

を
得

て
い

る

2
4

利
用

者
等

が
行

う
医

療
処

置
や

医
療

機
器

の
取

り
扱

い
方

法
、

家
族

等
が

行
う

ケ
ア

の
提

供
方

法
等

に
つ

い
て

、
分

か
り

や
す

く
説

明
し

、
利

用
者

等
の

理
解

を
得

て
い

る

2
5

利
用

者
本

人
（

意
思

の
決

定
・

表
示

が
で

き
な

い
場

合
は

家
族

等
）

の
希

望
や

意
向

を
把

握
し

、
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
反

映
し

て
い

る

2
6

在
宅

生
活

の
継

続
の

可
否

を
検

討
す

べ
き

状
況

を
予

め
想

定
し

、
そ

の
際

の
対

応
方

針
等

に
つ

い
て

、
利

用
者

等
と

相
談

・
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る

2
7

終
末

期
ケ

ア
に

お
い

て
、

利
用

者
等

に
適

切
な

時
期

を
見

計
ら

っ
て

、
予

後
お

よ
び

死
ま

で
の

経
過

を
丁

寧
に

説
明

し
、

説
明

し
た

内
容

や
利

用
者

等
の

意
向

等
を

記
録

と
し

て
残

し
て

い
る

2
8

病
院

・
施

設
等

と
の

連
携

・
情

報
共

有
等

に
よ

り
、

病
院

・
施

設
等

か
ら

の
、

利
用

者
の

円
滑

な
在

宅
生

活
へ

の
移

行
を

支
援

し
て

い
る

2
9

す
べ

て
の

利
用

者
に

つ
い

て
、

緊
急

時
の

対
応

方
針

等
を

、
主

治
医

等
と

相
談

・
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る

Ⅱ
．
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
の
評
価

従
業
者
が
自
己
の
ケ
ア
を
振
り
返
り
、
そ
れ
を
管
理
者
が
と
り
ま
と
め
、
事
業
所
評
価
と
す
る

利
用

者
等

と
の
情

報
及

び
意

識
の

共
有

 
病

院
・

施
設

等
と

の
連

携
に

よ
る

円
滑

で
切

れ
目

の
な

い
ケ

ア
の

提
供

3 
ペ

ー
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資
料

４
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

及
び

質
向

上
の

経
年

評
価

○
○
○
○
年

○
月

○
○
○
○
年

○
月

○
○
○
○
年

○
月

3
5

「
た

ん
吸

引
」

を
必

要
と

す
る

要
介

護
者

を
受

け
入

れ
る

こ
と

が
で

き
る

体
制

が
整

っ
て

お
り

、
積

極
的

に
受

け
入

れ
て

い
る

3
6

「
人

工
呼

吸
器

」
を

必
要

と
す

る
要

介
護

者
を

受
け

入
れ

る
こ

と
が

で
き

る
体

制
が

整
っ

て
お

り
、

積
極

的
に

受
け

入
れ

て
い

る

3
7

「
看

取
り

支
援

」
を

必
要

と
す

る
要

介
護

者
を

受
け

入
れ

る
こ

と
が

で
き

る
体

制
が

整
っ

て
お

り
、

積
極

的
に

受
け

入
れ

て
い

る

3
8

管
理

者
お

よ
び

職
員

が
、

行
政

が
介

護
保

険
事

業
計

画
等

で
掲

げ
て

い
る

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

方
針

や
計

画
の

内
容

等
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る

3
9

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
エ

リ
ア

に
つ

い
て

、
特

定
の

集
合

住
宅

等
に

限
定

せ
ず

、
地

域
に

対
し

て
積

極
的

に
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

4
0

介
護

・
看

護
の

観
点

か
ら

、
地

域
の

関
係

者
に

対
し

、
必

要
に

応
じ

て
課

題
提

起
や

改
善

策
の

提
案

等
が

行
わ

れ
て

い
る

4
1

家
族

等
や

近
隣

住
民

な
ど

に
対

し
、

そ
の

介
護

力
の

引
き

出
し

や
向

上
の

た
め

の
具

体
的

な
取

組
等

が
行

わ
れ

て
い

る

地
域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
向

け
て
の

、
ま

ち
づ

く
り

へ
の

参
画

Ⅱ
．
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
の
評
価

従
業
者
が
自
己
の
ケ
ア
を
振
り
返
り
、
そ
れ
を
管
理
者
が
と
り
ま
と
め
、
事
業
所
評
価
と
す
る

医
療
ニ

ー
ズ

の
高

い
利

用
者

の
在

宅
で

の
療
養

生
活

を
支

え
る

、
地

域
拠

点
と

し
て
の

機
能

の
発

揮

運
営
推
進
会
議
で
評
価

4 
ペ
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資
料

４
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

及
び

質
向

上
の

経
年

評
価

○
○
○
○
年

○
月

○
○
○
○
年

○
月

○
○
○
○
年

○
月

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
に

よ
り

、
利

用
者

ご
と

の
計

画
目

標
が

達
成

さ
れ

て
い

る

１
）

ほ
ぼ

全
て

の
利

用
者

に
つ

い
て

、
達

成
さ

れ
て

い
る

２
）

利
用

者
の

２
/
３

く
ら

い
に

つ
い

て
、

達
成

さ
れ

て
い

る

３
）

利
用

者
の

１
/
３

く
ら

い
に

つ
い

て
、

達
成

さ
れ

て
い

る

４
）

利
用

者
の

１
/
３

に
は

満
た

な
い

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
に

よ
り

、
利

用
者

お
よ

び
そ

の
家

族
等

に
お

い
て

、
医

療
が

必
要

な
状

況
下

に
お

い
て

の
在

宅
で

の
療

養
生

活
の

継
続

に
対

し
、

安
心

感
が

得
ら

れ
て

い
る

１
）

ほ
ぼ

全
て

の
利

用
者

に
つ

い
て

、
達

成
さ

れ
て

い
る

２
）

利
用

者
の

２
/
３

く
ら

い
に

つ
い

て
、

達
成

さ
れ

て
い

る

３
）

利
用

者
の

１
/
３

く
ら

い
に

つ
い

て
、

達
成

さ
れ

て
い

る

４
）

利
用

者
の

１
/
３

に
は

満
た

な
い

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
に

よ
り

、
在

宅
で

の
看

取
り

を
希

望
す

る
利

用
者

お
よ

び
そ

の
家

族
等

に
お

い
て

、
在

宅
で

の
看

取
り

に
対

す
る

安
心

感
が

得
ら

れ
て

い
る

１
）

ほ
ぼ

全
て

の
利

用
者

に
つ

い
て

、
達

成
さ

れ
て

い
る

２
）

利
用

者
の

２
/
３

く
ら

い
に

つ
い

て
、

達
成

さ
れ

て
い

る

３
）

利
用

者
の

１
/
３

く
ら

い
に

つ
い

て
、

達
成

さ
れ

て
い

る

４
）

利
用

者
の

１
/
３

に
は

満
た

な
い

５
）

看
取

り
の

希
望

者
は

い
な

い

管
理

者
が

評
価

（
グ

リ
ー

ン
）

従
業

者
が

評
価

し
管

理
者

が
と

り
ま

と
め

る
（

ブ
ル

ー
）

主
と

し
て

運
営

推
進

会
議

で
評

価
（

ピ
ン

ク
）

※
事

業
所

内
で

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
行

っ
た

の
ち

、
事

業
所

と
し

て
の

評
価

を
確

定
す

る
。

※
評

価
者

別
の

表
示

に
つ

い
て

Ⅲ
．
評
価
結
果
 
管
理
者
の
み
が
評
価

4
2

4
3

4
4

5 
ペ
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 ２
．

運
営

推
進

会
議

の
開

催
状

況
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

 
1
1)
運

営
推

進
会

議
の

開
催

回
数

 
20

19
年

度
中

の
開

催
回

数
（

 
 

 
 

 
 

 
）

回
 

1
2
)貴

事
業

所
で

の
運

営
推

進
会

議
に

つ
い

て
の

問
題

点
・
課

題
・
負

担
を

少
な

く
す

る
提

案
 

（
複

数
回

答
） 

1 
特

に
課

題
は

な
い

 
2 

課
題

や
負

担
を

少
な

く
す

る
提

案
 

→
理

由
 

1 
２

か
月

に
１

回
以

上
の

開
催

頻
度

を
延

長
す

る
 

➡
基

準
に

か
か

わ
ら

ず
、

適
切

と
思

わ
れ

る
頻

度
（

最
も

近
い

も
の

）
 

 
 

a 
３

か
月

に
１

度
 
 

b 
４

か
月

に
１

度
 
 

c 
６

か
月

に
１

度
 

 
 

d 
１

年
に

１
度

 
2 

制
度

の
説

明
な

ど
議

題
の

マ
ン

ネ
リ

化
を

防
止

す
る

 
 

3 
事

前
に

議
題

を
知

ら
せ

る
等

会
議

開
催

時
間

を
少

な
く

す
る

 
4 

 オ
ン

ラ
イ
ン

開
催

を
導

入
す

る
 

5 
評

価
項

目
が

住
民

に
負

担
と

な
ら

な
い

よ
う

に
簡

素
化

す
る

 
6 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
3
)運

営
推

進
会

議
を

、
複

数
の

事
業

所
で

合
同

で
開

催
で

き
る

こ
と

を
知

っ
て

い
ま

す
か

 
1 

は
い

 
2 

い
い

え
 

（
「
１

 
は

い
」
の

場
合

）
 

①
複

数
の

事
業

所
で

合
同

で
開

催
し

て
い

ま
す

か
 

1 
は

い
 

➡
20

19
年

度
中

の
合

同
開

催
回

数
（

 
 

 
 

）
回

 
 
➡

理
由

（
複

数
回

答
）
：

 
1 

他
の

事
業

所
や

地
域

の
社

会
資

源
の

状
況

が
わ

か
る

た
め

 
2 

参
加

者
の

負
担

軽
減

と
な

る
た

め
参

加
人

数
が

増
え

る
た

め
 

3 
自

事
業

所
で

の
準

備
が

軽
減

さ
れ

る
た

め
 

4 
多

様
な

開
催

方
法

の
ヒ

ン
ト

が
得

ら
れ

る
た

め
 

5 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

2 
い

い
え

 
 
➡

理
由

（
複

数
回

答
）
：

 
 

 
1 

他
事

業
所

と
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
調

整
が

難
し

い
た

め
 

 
 

2 
個

人
情

報
の

管
理

に
懸

念
が

あ
る

た
め

 
 

 
3 

周
囲

に
地

域
密

着
型

事
業

所
が

な
い

・
遠

い
た

め
 

 
 

4 
他

事
業

所
と

の
連

携
の

き
っ

か
け

や
働

き
か

け
の

機
会

が
な

い
た

め
 

 
 

5 
自

事
業

所
の

業
務

で
手

一
杯

で
あ

る
た

め
 

 
 

6 
合

同
開

催
の

必
要

性
を

感
じ

な
い

た
め

 
 

 
7 

外
部

の
評

価
を

他
事

業
所

に
知

ら
れ

た
く

な
い

た
め

 
 

 
8 

行
政

か
ら

別
々

の
開

催
で

お
願

い
さ

れ
た

・
自

治
体

独
自

の
ル

ー
ル

が
あ

る
 

 
 

9 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
4
）
運

営
推

進
会

議
を

効
率

化
し

、
生

産
性

を
向

上
す

る
た

め
に

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
あ

れ
ば

、
ご

紹
介

く
だ

さ
い

。
 

1 
開

催
方

法
 

   2 
内

容
・

テ
ー

マ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  3 
構

成
メ

ン
バ

ー
 

   4 
開

催
時

間
 

   5 
記

録
等

 
   

2
1 

     ※
本

調
査

票
は

、
看

護
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

事
業

所
の

管
理

者
の

方
が

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 
※

回
答

の
際

は
、
あ

て
は

ま
る

番
号

や
記

号
を

○
で

囲
ん

で
下

さ
い

。
○

を
付

け
る

数
は

原
則

１
つ

で
す

。
○

を
複

数
に

付
け

て
い

た
だ

く
場

合
は

、
質

問
文

に
「

複
数

回
答

可
」

と
記

載
し

て
い

ま
す

。
 

※
具

体
的

な
数

値
等

を
ご

記
入

い
た

だ
く

箇
所

も
あ

り
ま

す
。
該

当
が

な
い

場
合

に
は

必
ず
「

０
」
と

ご
記

入
下

さ

い
。

 
※

調
査

時
点

は
、

20
20

年
8
月

1
日

ま
た

は
、

質
問

に
記

載
し

て
い

る
期

間
と

し
ま

す
。

 
 １

．
貴

事
業

所
の

基
本

情
報

を
お

う
か

が
い

し
ま
す
。

 
1
)
 所

在
地

 
（

 
 

 
 

 
）

都
・
道
・
府
・
県
 
（

 
 

 
 

 
 ）

市
・
区
・
町
・
村

 

2
)
 事

業
開

始
年

月
 

西
暦
（
 
 
 
 
 

）
年
（
 
 
 
 
 
）
月

 

3
)
 経

営
主

体
 

1 
営
利
法
人
（
会
社
）
 

2 
医
療
法
人

 
3 

社
会
福
祉
法
人
 

4 
一
般
社
団
法
人

 
5 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

 
6 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
4
) 

貴
事

業
所

は
、

サ
テ

ラ
イ

ト
型

事
業

所
で

す
か

。
 

1 
は
い
 
 
 

2 
い
い
え

 
5
) 

貴
事

業
所

は
、

介
護

保
険

に
お

け
る

訪
問

看
護

事
業

所
の

指
定

を
受

け
て

い
ま

す
か

。
 

1 
は
い
 
 
 

2 
い
い
え

 
6
) 

貴
事

業
所

で
基

準
該

当
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

し
て

い
る

場
合

、
実

施
し

て
い

る
事

業
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。
（
複

数
回

答
）
 

1 
基
準
該
当
生
活
介
護
 
 
 
 

2 
 基

準
該
当
自
立
訓
練
 

 
3 

基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
 

 
4 

基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
 
 

5 
基
準
該

当
短
期
入
所

  
  

6 
そ
の
他

 

7
) 

貴
事

業
所

は
、

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

事
業

所
と

し
て

指
定

を
受

け
て

い
ま

す
か

。
 

1 
は
い
 
 
 

2 
い
い
え

 

上
記

に
お

い
て

、
「
1
 

は
い

」
の

場
合

、
実

施
し

て
い

る
事

業
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。
（
複

数
回

答
） 

1 
 生

活
介
護
 
 

2 
 自

立
訓
練
 

3 
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
 

4 
児
童
発
達
支
援
 

5 
短
期
入
所

 
6 

居
宅
介
護
 
 

7 
重
度
訪
問
介
護

 
8
) 

貴
事

業
所

の
職

員
体

制
に

つ
い

て
、

常
勤

換
算

数
を

お
伺

い
し

ま
す

。
 

※
指

定
訪

問
看

護
事

業
所

の
指

定
も

併
せ

て
受

け
て

い
る

場
合

は
、

指
定

訪
問

看
護

事
業

所
の

職
員

数
と

合
算

し
た

人
数

で
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

※
常

勤
換

算
数

は
「
従

事
者

の
１

週
間

の
勤

務
延

時
間

数
（
残

業
は

除
く
）
÷

当
事

業
所

に
お

い
て

常
勤

の
従

事
者

が
勤

務
す

べ
き

１
週

間
の

時
間

数
（
所

定
労

働
時

間
）
」
で

計
算

し
、

小
数

点
以

下
第

２
位

を
四

捨
五

入
し

て
小

数
点

以
下

第
１

位
ま

で
計

上
し

て
下

さ
い

。
該

当
の

職
種

の
職

員
が

い
る

の
に

、
得

ら
れ

た
結

果
が

0
.1

に
満

た
な

い
場

合
は

、
「
0
.1

」と
計

上
し

て
下

さ
い

。
 

介
護

福
祉

士
 

介
護

職
員

（
介

護
福

祉

士
以

外
）
 

保
健

師
・
 

看
護

師
 

准
看

護
師

 
介

護
支

援
 

専
門

員
 

理
学

療
法

士
・
 

作
業

療
法

士
・
 

言
語

聴
覚

士
 

事
務

職
員

 
そ

の
他

の
 

職
員

 

. 
. 

. 
. 

 . 
 . 

. 
. 

9
) 

定
員

等
 

 
登

録
定

員
 

通
い

の
定

員
 

泊
ま

り
の

定
員

 

人
 

人
 

人
 

1
0
) 

登
録

者
数

（
2
0
1
9

年
９

月
末

日
時

点
）
 

（
 
 
 
 
）
人
 
う
ち
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
（
 
 
 
）
人

 

  
 

令
和

２
年

度
 

厚
生

労
働

省
 

老
人

保
健

健
康

増
進

等
事

業
 

看
護

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

及
び

療
養

通
所

介
護

事
業

所
の

業
務

負
担

軽
減

に
関

す
る

事
業

 

看
護

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

票
 

11
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＜
参

考
様

式
の

全
部

又
は

一
部

を
活

用
し

て
い

る
事

業
所

様
に

お
伺

い
し

ま
す

。
＞

 

2
7
)
貴

事
業

所
又
は

法
人

に
お

け
る

人
材

育
成
・
人

事
評

価
、

研
修

等
の

評
価

項
目

と
し

て
重

複
し

て
い

る
項

目
は

あ
り

ま
す

か
。
（

複
数
回

答
）

 

 

Ⅰ
 
事

業
運

営
の

評
価

 
Ⅱ

 
1.
利

用
者

等
の

特
性

・
変

化
に

応
じ

た
専

門
的

な
サ

ー
ビ

ス
提

供
 

Ⅱ
 

2.
多

機
関

・
多

職
種

と
の

連
携

 
Ⅱ

 
3.
誰

で
も

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

づ
く

り
へ

参
画

 
Ⅲ

 
結

果
評

価
 

2
8
)
 
2
7
）
に

お
い

て
重

複
し

て
い

る
項

目
が

あ
る

と
回

答
さ

れ
た

場
合

、
ど

の
よ

う
な

様
式

等
重

複
し

て
い

ま
す

か
。

 

 
（

複
数

回
答

）
 

1 
人

材
育

成
・

人
事

評
価

の
様

式
 

2 
研

修
の

自
己

評
価

に
よ

る
様

式
 

3 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 ４
．

事
業

所
運

営
に

関
す

る
業

務
の

効
率

化
等

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
 

2
9
)事

業
運

営
に

伴
う

文
書

量
を

削
減

す
る

た
め

の
提

案
が

あ
れ

ば
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

自
由

記
載

 
   

3
0
)事

業
運

営
に

伴
う

業
務

を
効

率
化

し
、

生
産

性
を

向
上

す
る

た
め

の
提

案
が

あ
れ

ば
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

自
由

記
載

 
   

3
1
)非

効
率

だ
と

感
じ

る
業

務
や

課
題

 

自
由

記
載

 
   

3
2
)貴

事
業

所
で

は
ＩＣ

Ｔ
の

導
入

・
使

用
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

お
考

え
で

す
か

 
1 

非
常

に
積

極
的

で
あ

る
 
 

2 
積

極
的

で
あ

る
 

3 
消

極
的

で
あ

る
 

 
 

 
 

4 
非

常
に

消
極

的
で

あ
る

 

3
3
)現

に
使

用
し

て
い

る
シ

ス
テ

ム
は

あ
り

 

ま
す

か
 

1 
あ

る
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
2 

な
い

 

3
4
)Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
導

入
・
使

用
に

、
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

り
ま

す
か

（
複

数
回

答
）
 

1 
何

を
導

入
し

た
ら

よ
い

か
わ

か
ら

な
い

 
2 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

導
入

を
検

討
で

き
る

人
材

が
い

な
い
（

詳
し

い
人

が
い

な
い

）
 

3 
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
導

入
を

す
る

た
め

の
財

源
が

な
い

 
4 

導
入

し
て

も
、

職
員

が
つ

か
い

こ
な

せ
な

い
よ

う
に

思
う

 
5 

導
入

し
て

も
、

利
用

者
が

つ
か

い
こ

な
せ

な
い

よ
う

に
思

う
 

6 
Ｉ

Ｃ
Ｔ

化
す

る
と

、
情

報
の

流
出

が
心

配
だ

 
7 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
3
5
))

貴
事

業
所

で
は

ロ
ボ

ッ
ト

や
セ

ン
サ

ー
の

導
入

・
使

用
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

お
考

え
で

す
か

 

1 
非

常
に

積
極

的
で

あ
る

 
 

2 
積

極
的

で
あ

る
 

3 
消

極
的

で
あ

る
 

 
 

 
 

4 
非

常
に

消
極

的
で

あ
る

 

3
6
)現

に
利

用
し

て
い

る
ロ

ボ
ッ

ト
・
セ

ン
サ

ー
は

あ
り

ま
す

か
 

1 
あ

る
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
2 

な
い

 

3
7
)ロ

ボ
ッ

ト
や

セ
ン

サ
ー

の
導

入
・
使

用
に

、
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

り
ま

す
か

（
複

数
回

答
）
 

1 
何

を
導

入
し

た
ら

よ
い

か
わ

か
ら

な
い

 
2 

導
入

を
検

討
で

き
る

人
材

が
い

な
い

（
詳

し
い

人
が

い
な

い
）

 
3 

導
入

す
る

た
め

の
財

源
が

な
い

 
4 

導
入

し
て

も
、

職
員

が
つ

か
い

こ
な

せ
な

い
よ

う
に

思
う

 
5 

導
入

し
て

も
、

利
用

者
が

つ
か

い
こ

な
せ

な
い

よ
う

に
思

う
 

6 
安

全
性

に
問

題
が

あ
る

よ
う

に
思

う
 

7 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

4
 ３

．
事

業
所

の
評

価
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

 

 指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
お
い
て
、
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
及
び
質
の

向
上
を
目
的
と
し
て
、
各
事
業
所
が
自
ら
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、

評
価

・
点

検
（

自
己

評
価

）
を

行
う

と
と

も
に

、
当

該
自

己
評

価
結

果
に

つ
い

て
、

運
営

推
進

会
議

等
に

お
い

て
、

第
三
者
の
観
点
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
（
外
部
評

価
）
を

1
年
に

1
回
以
上
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
ま
た
、
参
考
様
式
が
平
成

27
年

3
月

27
日
付

け
の
通
知
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
３
条
の

37
第
１
項

 に
定
め
る

介
護
・
医
療
連
携
推
進
会
議
、
第

85
条
第
１

項
（
第

18
2
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

 を
含
む

 ）
に
規

定

す
る
運
営
推
進
会
議
を
活
用
し
た
評
価
の
実
施
等
に
つ
い
て

 
ht

tp
s:/

/w
w

w.
m

hl
w.

go
.jp

/st
f/s

ei
sa

ku
ni

ts
ui

te
/b

un
ya

/0
00

00
91

03
8.

ht
m

l 
 

1
5
)上

記
の

参
考

様
式

を
見

た
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
 

1 
は
い

2 
い
い
え

 

1
6
)貴

事
業

所
で

は
事

業
所

が
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
、

個
々

の
従

業
者

は
ど

の
よ

う
に

評
価

を
行

っ
て

い
ま

す
か

 

1 
参
考
様
式
の
全
部
を
活
用
 

 
2 

参
考
様
式
の
一
部
を
活
用

 
3 

事
業
所
ま
た
は
法
人
独
自
で
作
っ
た
様
式
・
項
目

 
4 

そ
の
他
の
様
式
（
作
成
者
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

1
7
)サ

ー
ビ

ス
の

改
善

、
質

の
向

上
の

観
点

か
ら

、
個

々
の

従
業

者
が

評
価

を
行

う
意

義
が

あ
る

と
思

い
ま

す
か

 
1 

意
義
は
大
き
い
 
 
 
 
 

2 
意
義
は
あ
る
 

 

3 
あ
ま
り
意
義
は
な
い
 

 
 

4 
全
く
な
い

 

1
8
）
個

々
の

従
業

者
が

評
価

を
行

う
こ

と
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

り
ま

す
か

 

（
複

数
回

答
）
 

1 
個
々
の
提
供
し
て
い
る
ケ
ア
の
振
り
返
り
に
な
る
 

 
2 

サ
ー
ビ
ス
全
体
の
運
営
へ
視
野
が
広
が
る
 

 
3 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

1
9
）
個

々
の

従
業

者
が

評
価

を
行

う
こ

と
に

つ
い

て
負

担
感

が
あ

り
ま

す
か

 
1 

負
担
が
大
き
い
 
 
 
 

2 
ま
あ
ま
あ
負
担
で
あ
る

 
3 

あ
ま
り
負
担
で
は
な
い
 

4 
全
く
負
担
で
は
な
い

 

2
0
)事

業
所

が
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
、

事
業

所
の

自
己

評
価

を
ど

の
よ

う
に

行
っ

て
い

ま
す

か
 

1 
参
考
様
式
の
全
部
を
活
用
 

 
2 

参
考
様
式
の
一
部
を
活
用

 
3 

事
業
所
ま
た
は
法
人
独
自
で
作
っ
た
様
式
・
項
目

 
4 

そ
の
他
の
様
式
（
作
成
者
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

2
1
)サ

ー
ビ

ス
の

改
善

、
質

の
向

上
の

観
点

か
ら

事
業

所
で

自
己

評
価

を
行

う
意

義
が

あ
る

と
思

い
ま

す
か

。
 

1 
意
義
は
大
き
い
 
 
 
 
 

2 
意
義
は
あ
る
 

 
 

3 
あ
ま
り
意
義
は
な
い
 

 
 

4 
全
く
な
い

 

2
2
）
事

業
所

で
自

己
評

価
を

行
う

こ
と

に
つ

い
て

負
担

感
が

あ
り

ま
す

か
 

1 
負
担
が
大
き
い
 
 
 
 

2 
ま
あ
ま
あ
負
担
で
あ
る

 
3 

あ
ま
り
負
担
で
は
な
い
 

4 
全
く
負
担
で
は
な
い

 

2
3
)事

業
所

が
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

に
運

営
推

進
会

議
で

評
価

し
て

い
ま

す
か

 

1 
参
考
様
式
の
全
部
を
活
用
 

 
2 

参
考
様
式
の
一
部
を
活
用

 
3 

事
業
所
ま
た
は
法
人
独
自
で
作
っ
た
様
式
・
項
目

 
4 

そ
の
他
の
様
式
（
作
成
者
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

2
4
)サ

ー
ビ

ス
の

改
善

、
質

の
向

上
の

観
点

か
ら

運
営

推
進

会
議

で
評

価
を

行
う

意
義

が
あ

る
と

思
い

ま
す

か
。

 
1 

意
義
は
大
き
い
 
 
 
 
 

2 
意
義
は
あ
る
 

 
 

3 
あ
ま
り
意
義
は
な
い
 

 
 

4 
全
く
な
い

 

2
5
）
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
と

感
じ

て
い

ま
す

か
。

 

自
由
記
載

 
   

2
6
）
運

営
推

進
会

議
で

評
価

を
行

う
こ

と
に

つ
い

て
負

担
感

が
あ

り
ま

す
か

 

1 
負
担
が
大
き
い
 
 
 
 

2 
ま
あ
ま
あ
負
担
で
あ
る
 

 
3 

あ
ま
り
負
担
で
は
な
い
 

4 
全
く
負
担
で
は
な
い

 

 
 

3

12
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 ６
．

短
期

入
所

居
宅

介
護

費
（

登
録

利
用

者
以

外
の

緊
急

シ
ョ

ー
ト

）
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

 
4
5
)2

0
1
9

年
８

月
１

日
～

2
0
2
0

年
７

月
31

日
ま

で
の

間
に

短
期

入
所

居
宅

介
護

に
よ

る

利
用

者
の

受
入

を
行

い
ま

し
た

か
。

 
1 

は
い

 
 

2 
い

い
え

 

4
6
）
4
5
）
で

、
は

い
の

場
合

：
2
0
1
9

年
８

月
１

日
～

2
0
2
0

年
７

月
31

日
の

間
に

実
利

用

者
と

し
て

何
人

の
利

用
者

を
受

け
入

れ
ま

し
た

か
。

 

 
例

）
Ａ

さ
ん

１
人

が
７

日
利

用
し

た
場

合
は

、
１

人
と

計
上

。
た

だ
し

、
Ａ

さ
ん

が
期

間
を

置
い

て
、

再
度

７
日

間
利

用
し

た
場

合
に

は
２

人
と

し
て

計
上

す
る

。
 

 
 

 
（

 
 

 
 

 
）

人
 

4
7
）
4
5
）
で

、
は

い
の

場
合

：
2
0
2
0

年
７

月
31

日
よ

り
前

で
、

１
番

最
近

に
利

用
さ

れ
た

方
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

 

①
利

用
の

主
な

理
由

 

（
主

な
１

つ
） 

1 
本

人
の

状
態

の
悪

化
 
 
 

2 
介

護
者

の
用

事
 
 

 
3 

介
護

者
の

レ
ス

パ
イ

ト
 
 

4 
退

院
・

退
所

後
の

在
宅

移
行

準
備

 
5 

そ
の

他
（

具
体

的
に

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
②

貴
事

業
所

・
併

設
事

業
所

の
訪

問
看

護
の

利
用

者
で

す
か

 
1 

は
い

 
 

2 
い

い
え

 
③

提
供

し
た

ケ
ア

 

（
複

数
回

答
）
 

1 
胃

ろ
う

・
腸

ろ
う

に
よ

る
栄

養
管

理
 

2 
経

鼻
経

管
栄

養
 

3 
中

心
静

脈
栄

養
 

4 
輸

血
  

5 
ｶ
ﾃ
ｰ
ﾃ
ﾙ
（
尿

道
留

置
ｶ
ﾃ
ｰ
ﾃ
ﾙ
・
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ｰ
ﾑ
ｶ
ﾃ
ｰ
ﾃ
ﾙ
）

の
管
理

 
 

6 
ｽ
ﾄ
ｰ
ﾏ
（

人
工

肛
門

・
人

工
膀

胱
）

の
管

理
 

 
7 

喀
痰

吸
引

 
8 

ﾈ
ﾌ
ﾞﾗ

ｲｻ
ﾞｰ

 
 

9 
酸

素
療

法
（

酸
素

吸
入

）
 

10
 
気

管
切

開
の

ケ
ア

 
 

11
 
人

工
呼

吸
器

の
管

理
 

12
 
静

脈
内

注
射

（
点

滴
含

む
）

 
13

 
皮

内
、

皮
下

及
び

筋
肉

内
注

射
（

ｲ
ﾝ
ｽ
ﾘ
ﾝ
注

射
を
除

く
）

  
14

 
簡

易
血

糖
測

定
 

15
 

ｲ
ﾝ
ｽ
ﾘﾝ

注
射

 
 

16
 
疼

痛
管

理
（

麻
薬

な
し

）
 

17
 
疼

痛
管

理
（

麻
薬

使
用

）
 

18
 
服

薬
指

導
・

管
理

 
19

 
医

師
と

連
携

し
た

服
薬

調
整

 
20

 
創

傷
処

置
 

21
 
褥

瘡
処

置
 

  
22

 
褥

瘡
予

防
の

た
め

の
介

護
用

品
の

導
入

 
23

 
浣

腸
 

 
24

 
摘

便
 

25
 
導

尿
  

26
 
排

泄
の

援
助

（
23

,2
4
除

く
）

  
27

 
口

腔
ケ

ア
 

28
  

身
体

機
能

維
持

を
目

的
と

し
た

付
き

添
い

や
見

守
り

 
 

29
 
経

口
栄

養
へ

向
け

た
ﾘ
ﾊ
ﾋ
ﾞ
ﾘ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ 

30
 
肺

理
学

療
法

 
31

 
四

肢
の

自
動

運
動

及
び

関
節

可
動

域
維

持
の

ﾘ
ﾊ
ﾋ
ﾞ
ﾘ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ 

32
 
清

拭
浴

・
陰

部
洗

浄
（

入
浴

除
く

）
  

33
 
入

浴
介

助
 

34
 
本

人
の

精
神

的
な

状
態

の
変

化
へ

の
対

応
 

35
 
家

族
等

へ
の

認
知

症
の

症
状

に
合

わ
せ

た
関

わ
り

方
の

指
導

 
36

 
家

族
等

へ
の

介
護

に
関

す
る

技
術

的
な

指
導

 
 

37
 
在

宅
看

取
り

へ
向

け
た

本
人

・
家

族
と

の
調

整
 

38
 
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

 
39

 
睡

眠
の

た
め

の
ケ

ア
 

 
40

 
意

欲
向

上
や

気
分

転
換

を
促

す
ケ

ア
 

41
 
外

出
の

支
援

 
42

 
本

人
へ

の
療

養
指

導
 

 
43

 
家

屋
の

改
善

・
療

養
環

境
整

備
の

支
援

 
44

 
そ

の
他

（
自

由
記

載
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

④
上

記
、

「
１

～
2
5
」
に

該
当

す
る

医
療

処
置

を
提

供
し

た
利

用
者

の
う

ち
、

処
置

に
必

要
と

な
っ

た
物

品
（
衛

生
材

料
等

）
を

事
業

所
で

負

担
し

ま
し

た
か

。
 

1 
事

業
所

が
負

担
し

た
 

 

2 
主

治
医

の
指

示
書

と
共

に
処

方
さ

れ
た

の
で

事
業

所
で

は
負

担
し

て

い
な

い
 

3 
利

用
者

の
持

ち
込

み
の

物
品

を
使

用
し

て
い

る
の

で
負

担
は

な
い

 

4 
そ

の
他

 6
 ５

．
BC

P（
B

u
si

n
e
ss

 C
o
n
ti
n
u
it
y 

P
la

n
：
事

業
（
業

務
）
継

続
計

画
）に

つ
い
て
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

 

3
8
)Ｂ

Ｃ
Ｐ

を
作

成
し

て
い

ま
す

か
 

 
 
 

1 
は
い
 

 
 

➡
 

1 
作
成
済
 

 
 

2 
作
成
中

 
➡

貴
事
業
所
で
作
成
済
、
作
成
中
の

BC
P
は
、
地
震
、
水
害
、
感
染
症
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
対
応
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

 
 

 
1 

い
ず
れ
に
も
十
分
に
対
応
し
て
い
る

 
 
 

2 
い
ず
れ
に
も
対
応
し
て
い
る
が
、
十
分
で
は
な
い

 
 
 

3 
一
部
の
事
象
の
み
に
対
応
し
て
い
る

 
2 

い
い
え

 
 
 
➡

1 
近
い
う
ち
に
着
手
予
定

 
2 

現
時
点
で
作
成
の
予
定
な
し

 
 
 
 
 
 
➡

2
の
場
合
、
そ
の
理
由

 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

3
9
)貴

事
業

所
の

B
C

P
作

成
の

プ
ロ

セ
ス

に
含

ま
れ

る
も

の
を

全
て

選
ん

で
く

だ
さ

い
 

 

1 
組
織

構
築
と
基
本
方
針
決
定

 
（

自
施

設
の

業
務

継
続

計
画

策
定

の
基

本
方

針
と

目
的

を
決

定
し

た
上

で
、

実
際
に

BC
P
を
策
定
・
管
理
す
る
担
当
を
決
定
）

 
2 

業
務

影
響
分
析
（

BI
A）

 
 
 
（
有
事
の
際
の
業
務
へ
の
影
響
を
分
析
し
、
自
施
設
の
「
優
先
業
務
」

 
や
そ
の
目
標
復
旧
時
間
（

R
TO

）
を
決
定
）

 
3 

リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 
 
 
（

遭
遇
す
る
可
能
性
の
あ
る
“
リ
ス
ク
”
が
起
き
る
頻
度
と
、
そ
れ
に
よ
る
影

響
を
明
確
に
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
備
え
を
検
討
）

 
4 

イ
ン
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
（

危
機
的
事
象
が
起
き
た
時
の
組
織
の
緊
急
対
応
（
そ
れ
が
起
こ
っ
た
時
に
ど

う
対

応
す

る
か

？
を

ま
と
め

た
も

の
）
：
災

害
対

応
マ
ニ

ュ
ア

ル
や
ア

ク
シ

ョ
ン
カ
ー
ド
と
同
類

) 
 

5 
業
務

継
続
の
た
め
の
戦
略

 
（

優
先

度
の

高
い

業
務

の
目

標
復

旧
時

間
（

R
TO

）
を

達
成

す
る

た
め

の
業

務
継
続
・
復
旧
戦
略
を
検
討
）

 
6 

事
業
継
続
計
画

 
 
 
 
（

業
務
が
中
断
し
た
際
に
、
ど
う
動
く
の
か
？
ま
た
そ
の
よ
う
に
動
く
た
め

に
平
時
に
何
を
準
備
し
、
備
え
て
お
く
か
の
計
画
）

 
7 

業
務
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
訓
練
・
演
習
・
計
画
の
見
直
し
）

 
8 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 

4
0
)B

C
P

を
立

て
る

上
で

、
困

っ
て

い
る

、
ま

た
は

こ
の

先
に

作
成

に
当

た
っ

て
困

る
で

あ
ろ

う
こ

と
を

挙
げ

て
く
だ

さ
い

 

（
複

数
回

答
）
 

1 
BC

P
の
作
成
方
法
が
分
か
ら
な
い

 
2 

近
隣

の
事
業
所
と
の
協
定
締
結
の
方
法
や
内
容

 
3 

有
事

に
、
他
事
業
所
の
利
用
者
に
代
替
訪
問
す
る
際
の
契
約
や
指
示
書

 
4 

利
用

者
の
情
報
共
有
方
法

 
5 

各
機

関
の
被
災
状
況
・
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
方
法

 
6 

共
同

訓
練
の
開
催

 
7 

個
別

避
難
支
援
計
画
と
の
連
動

 
8 

経
営

的
（
金
銭
的
）
な
面
で
の
事
業
継
続
計
画
の
内
容

 
9 

そ
の

他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
4
1
)B

C
P

を
作

成
す

る
上

で
、

技
術

的
支

援
（
方

法
や

ポ
イ

ン
ト

の
伝

授
）
が

必
要

で
す

か
 

1 
必
要
で
あ
る
 

 
 

2 
不
要
で
あ
る

 

4
2
)B

C
P

が
緊

急
事

態
発

生
時

に
活

用
で

き
る

よ
う

に
、

訓
練

や
計

画
の

改
善

を
し

て
い

ま
す

か
 

1 
し
て
い
る
 

年
（
 
 
 
 
）
回

 
2 

し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
が
し
て
い
な
い

 
3 

全
く
し
て
い
な
い

 
4
3
)上

記
で

1
と

回
答

さ
れ

た
方

に
伺

い
ま

す
。

訓
練

や
計

画
の

改
善

に
関

し
、

主
に

ど
の

よ
う

な
こ

と
を

さ
れ

て
い

ま
す

か
 

自
由
記
載

 
  

4
4
)被

災
状

況
、

感
染

状
況

や
支

援
ニ

ー
ズ

を
共

有
す

る
情

報
共

有
ツ

ー
ル

（
医

療
機

関
の

E
M

IS
）
の

介
護

・
福

祉
版

に
つ

い
て

 
1 

必
要
で
あ
る
 

 
 

2 
不
要
で
あ
る

 

5
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 ７
．
貴

事
業

所
（

看
多

機
）
と

医
療

機
関

や
他

の
介

護
事

業
所

と
の

情
報

連
携

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
 

【
看

多
機

を
新新

規規
でで

利利
用用

ささ
れれ

るる
方方

に
関

す
る

情
報

連
携

に
つ

い
て

】
 

4
8
)貴

事
業

所
が

新
規

で
利

用
さ

れ
る

方
の

看
護

・
介

護
に

関
す

る
情

報
を

や
り

取
り

す
る

機
関

・
事

業
所

等
は

ど
ち

ら
に

な
り

ま
す

か
。

（
複

数
回

答
）
 

  
注

）
通

所
介

護
に

は
地

域
密

着
型

も
含

む
 

 
注

）
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

に
は

地
域

密
着

型

も
含

む
 

 
注

）
介

護
老

人
福

祉
施

設
に

は
地

域
密

着
型

も
含

む
 

1 
病

院
・

診
療

所
 

 2
 
薬

局
 

3 
居

宅
介

護
支

援
 

 4
 
訪

問
介

護
 

 5
 
訪

問
入

浴
介

護
 

6 
訪

問
看

護
 
 
 

 7
 
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 
8 

通
所

介
護

 
 
 

 9
 
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 
10

 
短

期
入

所
生

活
介

護
 

11
 
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

 
12

 
福

祉
用

具
 
 

  
  

  
13

 
夜

間
対

応
型

訪
問

介
護

 
14

 
定

期
巡

回
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

 
15

 
認

知
症

対
応

型
通

所
介

護
 

16
 
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

 
17

 
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
 

18
 
介

護
老

人
福

祉
施

設
 

19
 
介

護
老

人
保

健
施

設
 

20
 
介

護
医

療
院

 
21

 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

4
9
）
上

記
の

う
ち

、
最

も
連

携
す

る
こ

と
が

多
い

連
携

先
は

ど
れ

で
す

か
。

番
号

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
 
（

 
 

 
）

 

5
0
）
ど

の
よ

う
な

手
段

で
情

報
連

携
を

し
て

い
ま

す
か

。
 

（
複

数
回

答
）
 

 

1 
訪

問
看

護
計

画
書

を
提

供
 

 
 

 
 

 
2 

訪
問

看
護

報
告

書
を

提
供

 
3 

訪
問

看
護

サ
マ

リ
を

提
供

 
 

 
 

 
 

4 
電

話
で

看
護

・
介

護
の

要
点

を
伝

達
 

5 
FA

X
で

看
護

・
介

護
の

要
点

を
伝

達
 
 

6 
入

院
・

入
所

先
を

訪
問

し
て

連
携

 
7 

利
用

者
宅

等
に

同
行

訪
問

し
て

連
携

 
 

8 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
9 

提
供

し
て

も
ら

っ
て

い
な

い
 

5
1
）
情

報
連

携
に

よ
り

確確
認認

す
る

情
報

の
項

目
に

は
ど

の
よ

う
な

も
の

が
あ

り
ま

す

か
。

（
複

数
回

答
）
 

1 
利

用
者

の
病

状
 

 
 

 
 

 
 

 
2 

利
用

者
の

疾
患

の
受

け
止

め
方

 
 

3 
介

護
者

の
疾

患
の

受
け

止
め

方
 
 

4 
利

用
者

の
生

活
観

 
  

5 
介

護
者

の
生

活
観

 
 

 
 

 
 

 
6 

利
用

者
の

介
護

を
受

け
る

こ
と

へ
の

思
い

 
 

7 
介

護
者

の
介

護
を

す
る

こ
と

へ
の

思
い

 
8 

医
師

（
入

院
・

外
来

診
療

）
と

の
連

携
状

況
 

9 
医

師
（

訪
問

診
療

・
往

診
）

と
の

連
携

状
況

 
 
 

 
10

 
訪

問
看

護
の

利
用

状
況

 
11

 
介

護
者

の
介

護
力

（
医

療
処

置
へ

の
対

応
力

等
を

含
む

）
 

 
12

 
医

療
処

置
の

内
容

 
13

 
医

療
ニ

ー
ズ

に
配

慮
し

た
ケ

ア
の

注
意

点
 

 
14

 
利

用
者

を
取

り
巻

く
関

係
者

の
状

況
 

15
 
利

用
者

に
適

用
さ

れ
て

い
る

公
的

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
の

内
容

 
16

 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
5
2
）
情

報
連

携
す

る
こ

と
に

よ
り

ど
の

よ
う

な
効

果
が

あ

り
ま

し
た

か
。

（
複

数
回

答
）
 

1 
利

用
者

の
尊

厳
や

個
別

性
を

大
事

に
し

た
継

続
し

た
ケ

ア
の

提
供

が
可

能
と

な
っ

た
 

2 
医

療
ニ

ー
ズ

に
配

慮
し

た
ケ

ア
の

方
法

を
具

体
的

に
知

る
こ

と
が

で
き

た
 

3 
居

宅
介

護
支

援
専

門
員

が
関

係
す

る
医

療
職

と
連

絡
を

取
り

や
す

く
な

っ
た

 
4 

退
院

・
退

所
後

で
も

医
療

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
が

一
貫

し
て

行
え

た
 

5 
退

院
・

退
所

先
へ

の
確

認
の

た
め

の
問

い
合

わ
せ

が
減

っ
た

 
6 

利
用

者
の

不
安

が
軽

減
で

き
サ

ー
ビ

ス
利

用
が

で
き

た
 

7 
利

用
者

や
介

護
者

に
生

活
上

の
注

意
点

や
生

活
観

等
を

確
認

す
る

作
業

が
減

っ
た

 
8 

情
報

連
携

に
よ

り
入

院
・

入
所

先
か

ら
の

退
院

・
退

所
期

間
が

早
ま

っ
た

 
9 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 
 

8
 

⑤
事

業
所

で
負

担
し

た
場

合
：
提

供
し

た
医

療
処

置
は

ど
れ

で
す

か
。

（
複

数
回

答
）
 

1 
胃
ろ
う
・
腸

ろ
う
に
よ
る
栄
養
管
理

 
2 

経
鼻
経
管
栄
養

 
3 

中
心
静
脈
栄
養

 
4 

輸
血

  
5 

ｶ
ﾃ
ｰ
ﾃ
ﾙ
（
尿

道
留

置
ｶ
ﾃ
ｰ
ﾃ
ﾙ
・
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ｰ
ﾑ
ｶ
ﾃ
ｰ
ﾃ
ﾙ
）

の
管
理

 
 

6 
ｽ
ﾄ
ｰ
ﾏ
（
人
工

肛
門
・
人
工
膀
胱
）
の
管
理

 
 

7 
喀
痰
吸
引

 
8 

ﾈ
ﾌ
ﾞﾗ

ｲｻ
ﾞｰ

 
 

9 
酸
素
療
法
（

酸
素
吸
入
）

 
10

 
気
管
切

開
の
ケ
ア

 
 

11
 
人
工
呼

吸
器

の
管
理

 
12

 
静
脈
内

注
射
（
点
滴
含
む
）

 
13

 
皮
内
、

皮
下
及
び
筋
肉
内
注
射
（
ｲ
ﾝ
ｽ
ﾘ
ﾝ
注
射
を
除
く
）

  
14

 
簡
易
血

糖
測
定

 
15

 
ｲ
ﾝ
ｽ
ﾘﾝ

注
射

 
 

16
 
疼
痛
管

理
（
麻
薬
な
し
）

 
17

 
疼
痛
管

理
（
麻
薬
使
用
）

 
18

 
服
薬
指

導
・
管
理

 
19

 
医
師
と

連
携
し
た
服
薬
調
整

 
20

 
創
傷
処

置
 

21
 

褥
瘡
処

置
 

  
22

 
褥
瘡
予

防
の
た
め
の
介
護
用
品
の
導
入

 
23

 
浣
腸

 
 

24
 
摘
便

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 2
5 

導
尿

 

⑥
事

業
所

で
負

担
し

た
物

品
（
衛

生
材

料
等

）
の

種
類

は
ど

れ
で

す
か

。
（
複

数
回

答
）
 

1 
経
管
栄
養
の

た
め
の
ボ
ト
ル
や
チ
ュ
ー
ブ

 
2 

輸
液
用
の
ラ
イ
ン
（
管
）

 
3 

注
射
器
・
注
射
針
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
4 

カ
テ
ー
テ
ル
チ
ッ
プ

 
 
 

5 
ｽ
ﾄ
ｰ
ﾏ
の

装
具

や
剥

離
剤
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
6 

吸
引
用
カ
テ
ー
テ
ル

 
7 

ﾈ
ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ｻ
ﾞ
ｰ
用
の
蒸
留
水

 
8 

ﾈ
ﾌ
ﾞﾗ

ｲｻ
ﾞｰ

 
 

9 
尿
道
留
置
ｶ
ﾃ
ｰ
ﾃ
ﾙ
・
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ｰ
ﾑ
ｶ
ﾃ
ｰ
ﾃ
ﾙ
 

10
 

酸
素
吸

入
用
の
酸
素

 
11

 
血
糖
測

定
の
た
め
注
射
針
や
測
定
チ
ッ
プ
 

 
 1

2 
 ガ

ー
ゼ

 
13

 
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
剤
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 1
4 

 滅
菌
手
袋

 
15

 
生
理
食

塩
液
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 1
6 

 グ
リ
セ
リ
ン

 
17

 
そ
の
他

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
⑦

事
業

所
で

負
担

し
た

物
品

（
衛

生
材

料
等

）
の

費
用

に
つ

い
て

分
か

る
範

囲

で
ご

記
載

く
だ

さ
い

。
例

：
Ａ

さ
ん

１
人

が
７

日
利

用
し

た
中

で
、

毎
日

経
管

栄
養

の

た
め

の
ボ

ト
ル

（
ｲ
ﾙ

ﾘ
ｶ
ﾞｰ

ﾄﾙ
等

）
や

チ
ュ

ー
ブ

を
事

業
所

が
負

担
し

て
提

供
し

た
場

合
は

、
当

該
ボ

ト
ル

や
チ

ュ
ー

ブ
の

合
計

金
額

を
ご

記
載

く
だ

さ
い

。
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
円

 

  
 

7
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5
8
）
情

報
連

携
す

る
こ

と
に

よ
り

ど
の

よ
う

な
効

果
が

あ

り
ま

し
た

か
。

（
複

数
回

答
）
 

1 
利

用
者

の
尊

厳
や

個
別

性
を

大
事

に
し

た
継

続
し

た
ケ

ア
の

提
供

が
可

能
と

な
っ

た
 

2 
医

療
ニ

ー
ズ

に
配

慮
し

た
ケ

ア
の

方
法

を
直

接
介

護
職

員
に

伝
達

で
き

た
 

3 
居

宅
介

護
支

援
専

門
員

が
関

係
す

る
医

療
職

と
連

絡
を

取
り

や
す

く
な

っ
た

 
4 

入
院

・
入

所
先

で
も

医
療

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
が

一
貫

し
て

行
え

た
 

5 
入

院
・

入
所

先
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
が

減
っ

た
 

6 
看

多
機

の
利

用
を

終
了

し
た

方
の

不
安

が
軽

減
で

き
た

 
7 

看
多

機
の

利
用

終
了

後
の

問
い

合
わ

せ
が

減
っ

た
 

8 
情

報
連

携
に

よ
り

入
院

・
入

所
先

か
ら

の
退

院
・

退
所

期
間

が
早

ま
っ

た
 

9 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
5
9）

20
20

年
７

月
の

1
か

月

で
情

報
連

携
し

た
実

人
数

を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

複
数

該

当
す

る
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ

１
人

ず
つ

計
上

し
て

く
だ

さ

い
。

 

1 
看

護
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

計
画

書
（

訪
問

看
護

計
画

を
含

む
）

を
提

供
 

（
 

 
 

 
）

人
  

2 
訪

問
看

護
計

画
書

を
提

供
 
 
（

 
 

 
 

）
人

  
3 

訪
問

看
護

報
告

書
を

提
供

 
 
（

 
 

 
 

）
人

  
4 

訪
問

看
護

サ
マ

リ
を

提
供

 
 
（

 
 

 
 

）
人

  
5 

電
話

で
看

護
・

介
護

の
要

点
を

伝
達

 
 
（

 
 

 
 

）
人

  
6 

FA
X
で

看
護

・
介

護
の

要
点

を
伝

達
 
 
（

 
 

 
 

）
人

  
7 

入
院

・
入

所
先

を
訪

問
し

て
連

携
 

 
 

（
 

 
 

 
）

人
  

8 
利

用
者

宅
等

に
同

行
訪

問
し

て
連

携
 
 
（

 
 

 
 

）
人

  

以
上

で
質

問
は

終
わ

り
で

す
。

記
入

済
み

の
調

査
票

は
、

返
送

用
封

筒
（

切
手

は
不

要
で

す
）

に
入

れ
、

投
函

し
て

く
だ

さ
い

。
ご

協
力

い
た

だ
き

ま
し

て
、

ま
こ

と
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

な
お

、
皆

さ
ま

が
行

わ
れ

て
い

る
様

々
な

取
り

組
み

や
工

夫
を

整
理

・
共

有
し

、
さ

ら
に

は
政

策
提

言
し

て
い

く
た

め
に

、

詳
細

を
お

伺
い

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

ご
協

力
い

た
だ

け
る

場
合

は
、

次
ペ

ー
ジ

に
お

名
前

、
ご

連
絡

先
等

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

 

   
 

10
 

5
3
）
20

20
年

７
月

の
１

か
月

で
情

報
連

携
し

た
実

人
数

を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

複
数

該

当
す

る
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ

１
人

ず
つ

計
上

し
て

く
だ

さ

い
。

 

1 
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
計
画
書
（
訪
問
看
護
計
画
を
含
む
）
を
提
供

 
（
 
 
 
 
）

人
  

2 
訪
問
看
護
計

画
書
を
提
供
 

 
（
 
 
 
 
）
人

  
3 

訪
問
看
護
報

告
書
を
提
供
 

 
（
 
 
 
 
）
人

  
4 

訪
問
看
護
サ

マ
リ
を
提
供
 

 
（
 
 
 
 
）
人

  
5 

電
話
で
看
護

・
介
護
の
要
点
を
伝
達
 

 
（
 
 
 
 
）
人

  
6 

FA
X
で
看
護

・
介
護
の
要
点
を
伝
達
 

 
（
 
 
 
 
）
人

  
7 

入
院
・
入
所
先
を
訪
問
し
て
連
携
 
 
 
（
 
 
 
 
）
人

  
8 

利
用
者
宅
等

に
同
行
訪
問
し
て
連
携
 

 
（
 
 
 
 
）
人

  

 【
看

多
機

の
利利

用用
をを

終終
了了

ささ
れれ

たた
方方

に
関

す
る
情
報
連
携
に
つ
い
て
】

 

5
4
)貴

事
業

所
が

新
規

で
利

用
さ

れ
る

方
の

看
護

・
介

護
に

関
す

る
情

報
を

や
り

取
り

す
る

機
関

・
事

業
所

等
は

ど
ち

ら
に

な
り

ま
す

か
。

（
複

数
回

答
）
 

  
注

）
通

所
介

護
に

は
地

域
密

着
型

も
含

む
 

 
注

）
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

に
は

地
域

密
着

型

も
含

む
 

 
注

）
介

護
老

人
福

祉
施

設
に

は
地

域
密

着
型

も
含

む
 

1 
病
院
・
診
療
所
 

 2
 

薬
局

 
3 

居
宅
介
護
支
援
 

 4
 

訪
問
介
護
 

 5
 

訪
問
入
浴
介
護

 
6 

訪
問
看
護
 

 
 

 7
 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

 
8 

通
所
介
護
 

 
 

 9
 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

 
10

 
短
期
入

所
生
活
介
護
 

11
 

特
定

施
設
入
居
者
生
活
介
護

 
12

 
福
祉
用

具
 

 
  

  
  

13
 

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

 
14

 
定
期
巡

回
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

 
15

 
認
知
症

対
応
型
通
所
介
護

 
16

 
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護

 
17

 
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護

 
18

 
介
護
老

人
福
祉
施
設
 

19
 

介
護

老
人
保
健
施
設

 
20

 
介
護
医

療
院

 
21

 
そ
の
他

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

5
5
）
上

記
の

う
ち

、
最

も
連

携
す

る
こ

と
が

多
い

連
携

先
は

ど
れ

で
す

か
。

番
号

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
 
（

 
 

 
）

 

5
6
）
ど

の
よ

う
な

手
段

で
情

報
連

携
を

し
て

い
ま

す
か

。
 

（
複

数
回

答
）
 

1 
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
計
画
書
（
訪
問
看
護
計
画
を
含
む
）
を
提
供

  
2 

訪
問
看
護
計

画
書
を
提
供
 
 
 
 
 
 

3 
訪
問
看
護
報
告
書
を
提
供

 
4 

訪
問
看
護
サ

マ
リ
を
提
供
 
 
 
 
 
 

5 
電
話
で
看
護
・
介
護
の
要
点
を
伝
達

 
6 

FA
X
で
看
護

・
介
護
の
要
点
を
伝
達
 

 
7 

退
院
・
退
所
先
を
訪
問
し
て
連
携

 
8 

利
用
者
宅
等

に
同
行
訪
問
し
て
連
携
 

 
9 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
10

 提
供
し
て
い

な
い

 
5
7
）
情

報
連

携
に

よ
り

提
供

す
る

情
報

の
項

目
に

は
ど

の
よ

う
な

も
の

が
あ

り
ま

す

か
。

（
複

数
回

答
）
 

1 
利
用
者
の
病

状
 
 
 
 
 
 
 
 

2 
利
用
者
の
疾
患
の
受
け
止
め
方
 

 
3 

介
護
者
の
疾
患
の
受
け
止
め
方
 

  
4 

利
用
者
の
生
活
観
 

  
5 

介
護
者
の
生
活
観
 
 
 
 
 
 
 

6 
利
用
者
の
介
護
を
受
け
る
こ
と
へ
の
思
い
 

 
7 

介
護
者
の
介

護
を
す
る
こ
と
へ
の
思
い

 
8 

医
師
（
入
院

・
外
来
診
療
）
と
の
連
携
状
況

 
9 

医
師
（
訪
問

診
療
・
往
診
）
と
の
連
携
状
況
 

 
 

 
10

 
訪
問
看

護
の
利
用
状
況

 
11

 
介
護
者

の
介
護
力
（
医
療
処
置
へ
の
対
応
力
等
を
含
む
）
 

 
12

 
医
療
処

置
の
内
容

 
13

 
医
療
ニ

ー
ズ
に
配
慮
し
た
ケ
ア
注
意
点
 

 
14

 
利
用
者

を
取

り
巻
く
関
係
者
の
状
況

 
15

 
利
用
者

に
適

用
さ
れ
て
い
る
公
的
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

 
16

 
そ
の
他

（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

9
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ヒ

ア
リ

ン
グ

に
ご

協
力

い
た

だ
け

る
場

合
、

ご
連

絡
先

な
ど

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

事
業
所
名
 

 

管
理
者
名
 

 

電
話
番
号
 

 

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 

 

  

11

16
1716
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4
）
情

報
連

携
に

よ
り

提
供

す
る

情
報

の
項

目
に

は

ど
の

よ
う

な
も

の
が

あ
り

ま
し

た
か

。
（
複

数
回

答
）
 

1 
利

用
者

の
病

状
 

 
2 

利
用

者
の

疾
患

の
受

け
止

め
方

 
 

3 
介

護
者

の
疾

患
の

受
け

止
め

方
 

4 
利

用
者

の
生

活
観

 
  

5 
介

護
者

の
生

活
観

 
6 

利
用

者
の

介
護

を
受

け
る

こ
と

へ
の

思
い

 
 

7 
介

護
者

の
介

護
を

す
る

こ
と

へ
の

思
い

 
8 

医
師

（
入

院
・

外
来

診
療

）
と

の
連

携
状

況
 

9 
医

師
（

訪
問

診
療

・
往

診
）

と
の

連
携

状
況

 
 
 

 
10

 
訪

問
看

護
の

利
用

状
況

 
11

 
介

護
者

の
介

護
力

（
医

療
処

置
へ

の
対

応
力

等
を

含
む

）
 

 
12

 
医

療
処

置
の

内
容

 
13

 
医

療
ニ

ー
ズ

に
配

慮
し

た
ケ

ア
注

意
点

 
 

14
 
利

用
者

を
取

り
巻

く
関

係
者

の
状

況
 

15
 
利

用
者

に
適

用
さ

れ
て

い
る

公
的

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
の

内
容

 
16

 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
5
）
情

報
連

携
す

る
こ

と
に

よ

り
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

り
ま

し
た

か
。

 

（
複

数
回

答
）
 

1 
利

用
者

の
尊

厳
や

個
別

性
を

大
事

に
し

た
継

続
し

た
ケ

ア
の

提
供

が
可

能
と

な
っ

た
 

2 
医

療
ニ

ー
ズ

に
配

慮
し

た
ケ

ア
の

方
法

を
直

接
職

員
に

伝
達

で
き

た
 

3 
居

宅
介

護
支

援
専

門
員

が
関

係
す

る
医

療
職

と
連

絡
を

取
り

や
す

く
な

っ
た

 
4 

入
院
・
入

所
先
（

貴
施

設
・
事

業
所

）
で

も
医

療
ニ

ー
ズ

の
対

応
が

一
貫

し
て

行
え

た
 

5 
入

院
・

入
所

先
（

貴
施

設
・

事
業

所
）

か
ら

看
多

機
へ

の
問

い
合

わ
せ

が
減

っ
た

 
6 

利
用

者
（

入
院

）
の

方
の

不
安

が
軽

減
で

き
た

 
7 

利
用

者
や

介
護

者
に

生
活

上
の

注
意

点
や

生
活

観
等

を
確

認
す

る
作

業
が

減
っ

た
 

8 
情

報
連

携
に

よ
り

入
院
・
入

所
先
（

貴
施

設
・
事

業
所

）
か

ら
の

退
院
・
退

所
期

間
が

早
ま

っ
た

 
9 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

6
）
連

携
を

行
う

意
義

は
あ

る

と
思

い
ま

す
か

。
 

1 
意

義
は

大
き

い
 

 
 

 
 

2 
意

義
は

あ
る

 
 

3 
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

 
4 

あ
ま

り
意

義
は

な
い

 
 
 

5 
全

く
な

い
 

7
）
連

携
を

進
め

る
た

め
の

提
案

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

ご
記

載
く
だ

さ
い

。
 

（
自

由
回

答
）
 

 

以
上

で
質

問
は

終
わ

り
で

す
。

記
入

済
み

の
調

査
票

は
、

ピ
ン

ク
の

封
筒

に
入

れ
、

調
査

票
の

記
入

を
依

頼
さ

れ
た

看
多

機
事

業
所

の
管

理
者

様
に

お
渡

し
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

ご
協

力
い

た
だ

き
ま

し
て

、
誠

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

   

2
1 

     ※
本

調
査

票
は

、
看

護
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

事
業

所
の

連
携

先
で

あ
る

管
理

者
の

方
が

ご
記

入
く

だ
さ

い
。
 

※
回

答
の

際
は

、
あ

て
は

ま
る

番
号

や
記

号
を

○
で

囲
ん

で
下

さ
い

。
○

を
付

け
る

数
は

原
則

１
つ

で
す

。
○

を
複

数
に

付
け

て
い

た
だ

く
場

合
は

、
質

問
文

に
「

複
数

回
答

可
」

と
記

載
し

て
い

ま
す

。
 

※
具

体
的

な
数

値
等

を
ご

記
入

い
た

だ
く

箇
所

も
あ

り
ま

す
。
該

当
が

な
い

場
合

に
は

必
ず
「

０
」
と

ご
記

入
下

さ

い
。

 

※
調

査
時

点
は

、
20

20
年

8
月

1
日

ま
た

は
、

質
問

に
記

載
し

て
い

る
期

間
と

し
ま

す
。

 

 ○
 
看

多
機

と
の

情
報

連
携

に
つ

い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

 
1
)貴

事
業

所
は

ど
の

よ
う

な
機

関
・
事

業

所
様

に
な

り
ま

す
か

。
（
単

一
回

答
）
 

  
注

）
看

多
機

と
連

携
を

行
っ

た
類

型
を

選
択

く
だ

さ
い

 

 
注

）
通

所
介

護
に

は
地

域
密

着
型

も
含

む
 

 
注

）
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

に
は

地
域

密
着

型
も

含
む

 

 
注

）
介

護
老

人
福

祉
施

設
に

は
地

域
密

着
型

も
含

む
 

1 
病
院
・
診
療
所
 

 
2 

薬
局

 
3 

居
宅
介
護
支
援
 

 
 

 
4 

訪
問
介
護
 

  
 

5 
訪
問
入
浴
介
護

 6
 

訪
問
看
護
 

  
7 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

 
8 

通
所
介
護

 
9 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
 

 
10

 
短
期
入

所
生
活
介
護

 
11

 
特
定
施

設
入
居
者
生
活
介
護
 

 
 

12
 

福
祉
用

具
 

13
 

夜
間
対

応
型
訪
問
介
護

 
14

 
定
期
巡

回
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

 
15

 
認
知
症

対
応
型
通
所
介
護
 

 
 

16
 

小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護

 
17

 
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護

 
18

 
介
護
老

人
福
祉
施
設
 

 
 

 
19

 
介
護
老

人
保
健
施
設

 
20

 
介
護
医

療
院

 
21

 
そ
の
他

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
2

）
回

答
さ

れ
て

い
る

方
の

職
種

に
つ

い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

 

1 
居
宅
介
護
支
援
専

門
員
 

 
2 

介
護
職
員
（
介
護
福
祉
士
を
含
む
）

 
3 

看
護
師
 
 

4 
保
健
師
 

 5
 

医
師
 

 
 

6 
歯
科
医
師
 

 
7 

薬
剤
師

 
8 

理
学
療
法
士
・
作

業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
 

 9
 

社
会
福
祉
士
 

10
 

管
理
栄
養
士

 
11

 
そ
の
他

（
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
3
）
ど

の
よ

う
な

手
段

で

情
報

提
供

を
受

け

ま
し

た
か

。
 

（
複

数
回

答
）
 

1 
看
護
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
計
画
書
（
訪
問
看
護
計
画
を
含
む
）
の
提
供

  
2 

訪
問
看
護
計
画
書

の
提
供
 
 
 
 
 
 

3 
訪
問
看
護
報
告
書
の
提
供

 
4 

訪
問
看
護
サ
マ
リ

の
提
供
 
 
 
 
 
 

5 
電
話
で
看
護
・
介
護
の
要
点
を
伝
達

 
6 

FA
X
で
看
護
・
介

護
の
要
点
を
伝
達
 

 
7 

利
用
者
宅
等
に
同
行
訪
問
し
て
連
携

 
8 

自
事
業
所
に
看
多

機
従
事
者
が
訪
問
し
て
連
携

 
9 

そ
の
他
（
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 

 

令
和

２
年

度
 

厚
生

労
働

省
 

老
人

保
健

健
康

増
進

等
事

業
 

看
護

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

及
び

療
養

通
所

介
護

事
業

所
の

業
務

負
担

軽
減

に
関

す
る

事
業

 

看
護

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
と

の
連

携
事

業
所

票
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 ２
．

運
営

推
進

会
議

の
開

催
状

況
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

 
8
)運

営
推

進
会

議
の

開
催

回
数

 
20

19
年

度
中

の
開

催
回

数
（

 
 

 
 

 
 

 
）

回
 

9
)貴

事
業

所
で

の
運

営
推

進
会

議
に

つ
い

て
の

問
題

点
・
課

題
・
負

担
を

少
な

く
す

る
提

案
（
複

数
回

答
） 

1 
特

に
課

題
は

な
い

 
2 

課
題

や
負

担
を

少
な

く
す

る
提

案
 

 
➡

理
由

 
1 

開
催

頻
度

少
な

く
す

る
 

➡
基

準
に

か
か

わ
ら

ず
、

適
切

な
頻

度
（

具
体

的
に

：
 

 
 

 
 

 
 

）
 

2 
制

度
の

説
明

な
ど

議
題

の
マ

ン
ネ

リ
化

を
防

止
す

る
 

3 
事

前
に

議
題

を
知

ら
せ

る
等

会
議

開
催

時
間

を
少

な
く

す
る

 
4 

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
を

導
入

す
る

 
5 

評
価

項
目

が
住

民
に

負
担

と
な

ら
な

い
よ

う
簡

素
化

す
る

 
6 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
0
)運

営
推

進
会

議
を

、
複

数
の

事
業

所
で

合
同

で
開

催
で

き
る

こ
と

を
知

っ
て

い
ま

す
か

 
1 

は
い

 
2 

い
い

え
 

（
「
１

 
は

い
」
の

場
合

）
 

①
複

数
の

事
業

所
で

合
同

で
開

催
し

て
い

ま
す

か
 

1 
は

い
 

➡
20

19
年

度
中

の
合

同
開

催
回

数
（

 
 

 
 

）
回

 
 
➡

理
由

：
 

1 
他

の
事

業
所

や
地

域
の

社
会

資
源

の
状

況
が

わ
か

る
 

2 
参

加
者

の
負

担
軽

減
と

な
る

た
め

、
参

加
人

数
が

増
え

る
 

3 
自

事
業

所
で

の
準

備
が

軽
減

さ
れ

る
 

4 
多

様
な

開
催

方
法

の
ヒ

ン
ト

が
得

ら
れ

る
 

5 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

2 
い

い
え

（
知

っ
て

い
る

が
、

合
同

で
開

催
し

て
い

な
い

）
 

 
➡

理
由

（
複

数
回

答
）
：

 
 

 
1 

他
事

業
所

と
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
調

整
が

難
し

い
 

 
 

2 
個

人
情

報
の

管
理

に
懸

念
が

あ
る

 
 

 
3 

周
囲

に
地

域
密

着
型

事
業

所
が

な
い

・
遠

い
 

 
 

4 
他

事
業

所
と

の
連

携
の

き
っ

か
け

や
働

き
か

け
の

機
会

が
な

い
 

 
 

5 
自

事
業

所
の

業
務

で
手

一
杯

で
あ

る
 

 
 

6 
合

同
開

催
の

必
要

性
を

感
じ

な
い

 
 

 
7 

外
部

の
評

価
を

他
事

業
所

に
知

ら
れ

た
く

な
い

 
 

 
8 

行
政

か
ら

別
々

の
開

催
で

お
願

い
さ

れ
た

・
自

治
体

独
自

の
ル

ー
ル

が
あ

る
 

 
 

9 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
1
）
運

営
推

進
会

議
を

効
率

化
し

、
生

産
性

を
向

上
す

る
た

め
に

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
あ

れ
ば

、
ご

紹
介

く
だ

さ
い

。
 

1 
開

催
回

数
：

年
（

 
 
）

回
に

す
る

 
2 

開
催

方
法

 
   3 

内
容

・
テ

ー
マ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  4 

構
成

メ
ン

バ
ー

 
   5 

開
催

時
間

 
   6 

記
録

等
 

   
 

 

2
1 

     ※
本

調
査

票
は

、
療

養
通

所
介

護
事

業
所

の
管

理
者

の
方

が
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

※
回

答
の

際
は

、
あ

て
は

ま
る

番
号

や
記

号
を

○
で

囲
ん

で
下

さ
い

。
○

を
付

け
る

数
は

原
則

１
つ

で
す

。
○

を
複

数
に

付
け

て
い

た
だ

く
場

合
は

、
質

問
文

に
「

複
数

回
答

可
」

と
記

載
し

て
い

ま
す

。
 

※
具

体
的

な
数

値
等

を
ご

記
入

い
た

だ
く

箇
所

も
あ

り
ま

す
。
該

当
が

な
い

場
合

に
は

必
ず
「

０
」
と

ご
記

入
下

さ

い
。

 
※

調
査

時
点

は
、

20
20

年
8
月

1
日

ま
た

は
、

質
問

に
記

載
し

て
い

る
期

間
と

し
ま

す
。

 
 １

．
貴

事
業

所
の

基
本

情
報

を
お

う
か

が
い

し
ま
す
。

 
 

1
) 

所
在

地
 

（
 
 
 
 
 
 
 
）
都
・
道
・
府
・
県
 

（
 
 
 
 
 
 
 

 ）
市
・
区
・
町
・
村

 

2
) 

事
業

開
始

年
度

 
西
暦
（
 
 
 
 
 
）
年

 

3
) 

経
営

主
体

 
1 

営
利
法
人
（
会
社
）
 

2 
医
療
法
人

 
3 

社
会
福
祉
法
人
 

4 
一
般
社
団
法
人

 
5 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

 
6 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

4
) 

貴
事

業
所

は
、

訪
問

看
護

事
業

所
を

併
設

し
て

い
ま

す
か

 
1 

は
い
 
 
 

2 
い
い
え

 

5
) 

貴
事

業
所

が
他

に
指

定
を

受
け

て
い

る
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

す
べ

て
選

択
し

て
く
だ

さ
い

。
 

1 
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
 

2 
児
童
発
達
支
援
 

 
 

3 
短
期
入
所
（
障
害
）
 

4 
生
活
介
護
（
障
害
）

  
5 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
）

6 
な
し

 
6
) 
貴
事
業
所
の

職
員
体
制
（
常
勤
換
算
）

 
※

職
員

が
兼

務
し

て
い

る
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

サ
ー
ビ

ス
に

計
上

を
し

て
く

だ
さ

い
。

 
※

常
勤

換
算

数
は

「
従

事
者

の
１

週
間

の
勤

務
延

時
間
数

（
残

業
は

除
く

）
÷

当
事

業
所

に
お

い
て

常
勤

の
従

事
者

が
勤

務
す

べ
き

１
週

間
の

時
間

数
（

所
定

労
働

時
間

）
」

で
計

算
し

、
小

数
点
以

下
第

２
位

を
四

捨
五

入
し

て
小

数
点

以
下

第
１

位
ま

で
計

上
し

て
下

さ
い

。

該
当

の
職

種
の

職
員

が
い

る
が

、
得

ら
れ

た
結

果
が

0.
1
に

満
た

な
い

場
合

は
、
「

0.
1」

と
計

上
し

て
下

さ
い

。
 

看
護

師
 

准
看

護
師

 

理
学

療
法

士
・
 

作
業

療
法

士
・
 

言
語

聴
覚

士
 

介
護

福
祉

士
 

介
護

福
祉

士
以

外
の

介
護

職
員

 
そ

の
他

の
 

職
員

 

. 
 . 

. 
 . 

 . 
. 

7
) 

令
和

２
年

７
月

に
１

回
以

上
利

用
し

た
利

用
者

数
（
実

人
数

）
 

①
介

護
保

険
の

利
用

者
 

②
1
8

歳
未

満
の

利
用

者
 

③
1
8

歳
以

上
の

利
用

者
 

（
介

護
保

険
対

象
以

外
）
 

人
 

人
 

人
 

  
 

令
和

２
年

度
 

厚
生

労
働

省
 

老
人

保
健

健
康

増
進

等
事

業
 

看
護

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

及
び

療
養

通
所

介
護

事
業

所
の

業
務

負
担

軽
減

に
関

す
る

事
業

 

療
養

通
所

介
護

事
業

所
票
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  ４
．

業
務

の
効

率
化

等
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

 

2
1
)事

業
運

営
に

伴
う

文
書

量
を

削
減

す
る

た
め

の
提

案
が

あ
れ

ば
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

自
由

記
載

 
   

2
2
）
事

業
運

営
に

伴
う

業
務

を
効

率
化

し
、

生
産

性
を

向
上

す
る

た
め

の
提

案
が

あ
れ

ば
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

自
由

記
載

 
   

2
3
）
非

効
率

だ
と

感
じ

る
業

務
や

課
題

 

自
由

記
載

 
   

2
4
）
貴

事
業

所
で

は
ＩＣ

Ｔ
の

導
入

・
使

用
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

お
考

え
で

す
か

 
1 

非
常

に
積

極
的

で
あ

る
 
 
 

2 
積

極
的

で
あ

る
 

3 
消

極
的

で
あ

る
 

 
 

 
 

 
4 

非
常

に
消

極
的

で
あ

る
 

2
5）

現
に

使
用

し
て

い
る

シ
ス

テ
ム

は
あ

り
 

ま
す

か
 

1 
あ

る
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
2 

な
い

 

2
6
)Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
導

入
・
使

用
に

、
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

り
ま

す
か

（
複

数
回

答
）
 

1 
何

を
導

入
し

た
ら

よ
い

か
わ

か
ら

な
い

 
2 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

導
入

を
検

討
で

き
る

人
材

が
い

な
い
（

詳
し

い
人

が
い

な
い

）
 

3 
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
導

入
す

る
た

め
の

財
源

が
な

い
 

4 
導

入
し

て
も

、
職

員
が

つ
か

い
こ

な
せ

な
い

よ
う

に
思

う
 

5 
導

入
し

て
も

、
利

用
者

が
つ

か
い

こ
な

せ
な

い
よ

う
に

思
う

 
6 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
化

す
る

と
、

情
報

の
流

出
が

心
配

だ
 

7 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

2
7
)貴

事
業

所
で

は
ロ

ボ
ッ

ト
や

セ
ン

サ
ー

の
導

入
・
使

用
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

お
考

え
で

す
か

 

1 
非

常
に

積
極

的
で

あ
る

 
 

2 
積

極
的

で
あ

る
 

3 
消

極
的

で
あ

る
 

 
 

 
 

4 
非

常
に

消
極

的
で

あ
る

 

2
8
）
現

に
利

用
し

て
い

る
ロ

ボ
ッ

ト
・
セ

ン
サ

ー
は

あ
り

ま
す

か
 

1 
あ

る
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
2 

な
い

 

2
9
)ロ

ボ
ッ

ト
や

セ
ン

サ
ー

の
導

入
・
使

用
に

、
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

り
ま

す
か

（
複

数
回

答
）
 

1 
何

を
導

入
し

た
ら

よ
い

か
わ

か
ら

な
い

 
2 

導
入

を
検

討
で

き
る

人
材

が
い

な
い

（
詳

し
い

人
が

い
な

い
）

 
3 

導
入

す
る

た
め

の
財

源
が

な
い

 
4 

導
入

し
て

も
、

職
員

が
つ

か
い

こ
な

せ
な

い
よ

う
に

思
う

 
5 

導
入

し
て

も
、

利
用

者
が

つ
か

い
こ

な
せ

な
い

よ
う

に
思

う
 

6 
安

全
性

に
問

題
が

あ
る

よ
う

に
思

う
 

7 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

  
 

4
 

1
2）

安
全
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
管
理
委
員
会
の
開

催
回
数

 
20

19
年
度
中

の
開
催
回
数
（
 
 
 
 
 
 
 
）
回

 

1
3
）
参

加
者

(複
数

回
答

) 

1 
医
師
会
 

 
 
 

2 
看
護
協
会
 

 
3 

協
力
医
療
機
関
 

 
4 

自
治
会
 

 
5 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
 

 
 

6 
民
生
委
員
 
 
 
 

7 
家
族
 

 
8 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

1
4
）
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
管

理
委
員
会
に
よ
る
効
果
 

（
複

数
回

答
） 

１
 医

療
的
ケ

ア
の
安
全
が
確
認
で
き
る

 
2 

療
養
通
所

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
理
解
が
深
ま
り
、
利
用
者
に
つ
な
が
る

 
3 

事
故
な
ど

を
共
有
し
防
止
対
策
が
得
ら
れ
る

 
4 

医
師
を
は

じ
め
と
し
た
医
療
と
の
連
携
が
と
れ
る

 
5 

医
療
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
接
点
と
な
る
関
係
性
が
深
ま
る

 
6 

そ
の
他
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

1
5
）
貴

事
業

所
で

の
安
全
・
サ

ー
ビ

ス
提

供
管

理
委

員
会

の
問

題
点

・
課

題
（
複

数
回

答
） 

1 
特
に
課
題

は
な
い

 
2 

課
題
が
あ

る
 

 
➡
課
題
が
あ
る
場
合
の
理
由

 
1 

開
催
頻

度
が
高
い

 
➡
基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
適
切
な
頻
度
は
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
2 

議
題
が

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る

 
3 

活
発
な

議
論
が
な
い

 
4 

参
加
者

の
日
程
調
整
が
難
し
い

 
5 

準
備
・

運
営
の
業
務
負
担
が
大
き
い

 
6 

そ
の
他

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
1
6
) 

運
営

推
進

会
議

と
安

全
・
サ

ー
ビ

ス
提

供
管

理
委

員
会

を
合

同

と
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

開
催

し
て

み
た

い
と

思
い

ま
す

か
 

1 
思
う
 

 
2 

思
わ
な
い
 

3 
わ
か
ら
な
い

 

①
1
「
思

う
」
の

場
合

の
理

由
（
複

数
回

答
）
 

1 
他
の
事
業
所
や
地
域
の
社
会
資
源
の
状
況
が
わ
か
る

 
2 

参
加
者
の
負
担
軽
減
と
な
る

 
3 

自
事
業
所
で
の
準
備
が
軽
減
さ
れ
る

 
4 

事
故
・
留
意
点
が
お
互
い
に
理
解
で
き
る

 
5 

医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て
内
容
が
わ
か
る

 
6 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ３

．
自

事
業

所
で

の
評

価
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま
す
。

 
1
7
)自

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

事
業

所
評

価
を

し
て

い
ま

す
か

 
1 

は
い
 

 
2 

い
い
え

 

1
8
）
1

は
い

の
場

合
：
ど

の
よ

う
な

方
法

で
、

自

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

事
業

所
評

価
を

し
て

い
ま

す
か

（
複

数
回

答
）
 

1 
利
用
者
の
声
を
伺
っ
て
い
る

 
2 

満
足
度
調
査
を
行
っ
て
い
る

 
3 

運
営
推
進
会
議
で
の
評
価
で
行
っ
て
い
る

 
4 

第
三
者
評
価
を
受
け
て
い
る

 
5 

児
童

発
達

支
援

等
で

使
用

し
て

い
る

『
事

業
者

自
己

評
価

』
を

参

考
に
評
価
を
行
っ
て
い
る

 
6 

児
童

発
達

支
援

等
で

使
用

し
て

い
る

『
保

護
者

評
価

』
を

参
考

に

評
価
を
行
っ
て
い
る

 
7 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
8 

特
に
評
価
は
し
て
い
な
い

 
1
9
）
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

、
質

の
向

上
の

観
点

か
ら

、
自

己
評

価
を

行
う

意
義

が
あ

る
と

思
い

ま
す

か
 

1 
意
義
は
大
き
い
 
 
 
 
 

2 
意
義
は
あ
る
 

 
 

3 
あ
ま
り
意
義
は
な
い
 

 
 

4 
全
く
な
い

 

2
0
）
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
と

感
じ

て
い

ま
す

か
。

 

自
由
記
載

 3

1918
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 ６
．

貴
事

業
所

（
療

養
通

所
）

の
連

携
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

 
3
7
)貴

事
業

所
を

新
規

で
利

用
さ

れ
る

場
合

の
連

携
先

は
ど

こ
で

す
か

。
（
複

数
回

答
）
 

1 
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

2 
主

治
医

の
属

す
る

医
療

機
関

 
 

3 
居

宅
介

護
支

援
 

 
 

 
 

4 
薬

局
 

5 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
3
8
）
ど

の
よ

う
な

手
段

で
情

報
連

携
を

し
て

い

ま
す

か
。

（
複

数
回

答
）
 

1 
計

画
書

・
報

告
書

 
 

2 
電

話
 
 

3 
電

子
メ

ー
ル

 
4 

FA
X 

 
 

 
 

 
 

5 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
3
9
）
情

報
連

携
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト

は
何

で
す

か

（
複

数
回

答
）
 

1 
医

療
ニ

ー
ズ

へ
の

配
慮

 
2 

入
院

先
で

の
ケ

ア
の

反
映

 
3 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
ケ

ア
の

反
映

 
4 

ケ
ア

プ
ラ

ン
へ

の
反

映
 
 

5 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
4
0
）
2
0
2
0

年
７

月
の

１
か

月
で

情
報

連
携

し
た

実
人

数
を

教
え

て
く
だ

さ
い

。
 

（
 

 
 

 
）

人
  

 
4
1
）
情

報
連

携
し

た
内

容
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

（
複

数
回

答
）
 

1 
利

用
者

の
病

状
 

 
 

 
 

 
 

 
2 

利
用

者
の

疾
患

の
受

け
止

め
方

 
 

3 
介

護
者

の
疾

患
の

受
け

止
め

方
 
 

4 
利

用
者

の
生

活
観

 
  

5 
介

護
者

の
生

活
観

 
 

 
 

 
 

 
6 

利
用

者
の

介
護

を
受

け
る

こ
と

へ
の

思
い

 
 

7 
介

護
者

の
介

護
を

す
る

こ
と

へ
の

思
い

 
8 

医
師

（
入

院
・

外
来

診
療

）
と

の
連

携
状

況
 

9 
医

師
（

訪
問

診
療

・
往

診
）

と
の

連
携

状
況

 
 
 

 
10

 
訪

問
看

護
の

利
用

状
況

 
11

 
介

護
者

の
介

護
力

（
医

療
処

置
へ

の
対

応
力

等
を

含
む

）
 

 
12

 
医

療
処

置
の

内
容

 
13

 
医

療
ニ

ー
ズ

に
配

慮
し

た
ケ

ア
の

注
意

点
 

 
14

 
利

用
者

を
取

り
巻

く
関

係
者

の
状

況
 

15
 
利

用
者

に
適

用
さ

れ
て

い
る

公
的

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
の

内
容

 
16

 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
4
2
)利

用
者

が
療

養
通

所
介

護
を

終
了

し
た

場
合

の
連

携
先

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
（
複

数
回

答
）
 

1 
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

2 
主

治
医

の
属

す
る

医
療

機
関
 

3 
居

宅
介

護
支

援
 

 
 

 
 

 4
 
薬

局
 

5 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 以

上
で

質
問

は
終

わ
り

で
す

。
記

入
済

み
の

調
査

票
は

、
返

送
用

封
筒

（
切

手
は

不
要

で
す

）
に

入
れ

、
投

函
し

て
く

だ

さ
い

。
ご

協
力

い
た

だ
き

ま
し

て
、

ま
こ

と
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

な
お

、
皆

さ
ま

が
行

わ
れ

て
い

る
様

々
な

取
り

組
み

や
工

夫
を

整
理

・
共

有
し

、
さ

ら
に

は
政

策
提

言
し

て
い

く
た

め
に

、

詳
細

を
お

伺
い

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

ご
協

力
い

た
だ

け
る

場
合

は
、

次
ペ

ー
ジ

に
お

名
前

、
ご

連
絡

先
等

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

 

   
 

6
 ５

．
BC

P（
B

u
si

n
e
ss

 C
o
n
ti
n
u
it
y 

P
la

n
：
事

業
（
業

務
）
継

続
計

画
）に

つ
い
て
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

 

3
0
)Ｂ

Ｃ
Ｐ

を
作

成
し

て
い

ま
す

か
 

 
 
 

1 
は
い
 

 
 

➡
 

1 
作
成
済
 

 
 

2 
作
成
中

 
➡
貴
事

業
所
で
作
成
済
、
作
成
中
の

BC
P
は
、
地
震
、
水
害
、
感
染
症
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
事
象
に
対
応
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

 
 
 

1 
い
ず
れ
に
も
十
分
に
対
応
し
て
い
る

 
 
 

2 
い
ず
れ
に
も
対
応
し
て
い
る
が
、
十
分
で
は
な
い

 
 
 

3 
一
部
の
事
象
の
み
に
対
応
し
て
い
る

 
2 

い
い
え

 
 
 
➡

1 
近
い
う
ち
に
着
手
予
定

 
2 

現
時
点
で
作
成
の
予
定
な
し

 
 
 
 
 
 
➡

2
の
場
合
、
そ
の
理
由

 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

3
1
)貴

事
業

所
の

B
C

P
作

成
の

プ
ロ

セ
ス

に
含

ま
れ

る
も

の
を

全
て

選
ん

で
く
だ

さ
い

 

 

1 
組
織
構
築
と
基
本
方
針
決
定

 
（

自
施

設
の

業
務

継
続

計
画

策
定

の
基

本
方

針
と

目
的

を
決

定
し

た
上

で
、

実
際

に
BC

P
を
策
定
・
管
理
す
る
担
当
を
決
定
）

 
2 

業
務
影
響
分
析
（

BI
A）

 
 
 
（
有
事
の
際
の
業
務
へ
の
影
響
を
分
析
し
、
自
施
設
の
「
優
先
業
務
」
や
そ
の
目
標

復
旧

時
間
（

R
TO

）
を
決
定
）

 
3 

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 
 
 
（
遭
遇

す
る
可
能
性
の
あ
る
“
リ
ス
ク
”
が
起
き
る
頻
度
と
、
そ
れ
に
よ
る
影
響
を

明
確
に
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
備
え
を
検
討
）

 
4 

イ
ン
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
（

危
機

的
事

象
が

起
き

た
時

の
組

織
の

緊
急

対
応

（
そ

れ
が

起
こ

っ
た

時
に

ど
う

対
応

す
る
か
？
を
ま
と
め
た
も
の
）：

災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ア
ク
シ
ョ
ン
カ

ー
ド

と
同
類

) 
 

5 
業
務
継
続

の
た
め
の
戦
略

 
（

優
先

度
の

高
い

業
務

の
目

標
復

旧
時

間
（

R
TO

）
を

達
成

す
る

た
め

の
業

務
継

続
・
復
旧
戦
略
を
検
討
）

 
6 

事
業
継
続
計
画

 
 
 
 
（
業
務
が
中
断
し
た
際
に
、
ど
う
動
く
の
か
？
ま
た
そ
の
よ
う
に
動
く
た
め
に
平

時
に
何
を
準
備
し
、
備
え
て
お
く
か
の
計
画
）

 
7 

業
務
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
訓
練
・
演
習
・
計
画
の
見
直
し
）

 
8 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
 

3
2
)B

C
P

を
立

て
る

上
で

、
困

っ
て

い
る

、
ま

た
は

こ
の

先
に

作
成

に
当

た
っ

て
困

る
で

あ
ろ

う
こ

と
を

挙
げ

て
く
だ

さ
い

 

（
複

数
回

答
）
 

1 
BC

P
の

作
成
方
法
が
分
か
ら
な
い

 
2 

近
隣
の
事
業
所
と
の
協
定
締
結
の
方
法
や
内
容

 
3 

有
事
に
、
他
事
業
所
の
利
用
者
に
代
替
訪
問
す
る
際
の
契
約
や
医
師
と
の
連
携

 
4 

利
用
者
の
情
報
共
有
方
法

 
5 

各
機
関
の
被
災
状
況
・
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
方
法

 
6 

共
同
訓
練
の
開
催

 
7 

個
別
避
難
支
援
計
画
と
の
連
動

 
8 

経
営
的
（
金
銭
的
）
な
面
で
の
事
業
継
続
計
画
の
内
容

 
9 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
3
3
)B

C
P

を
作

成
す

る
上

で
、

技
術

的
支

援
（
方

法
や

ポ
イ

ン
ト

の
伝

授
）
が

必
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す
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（
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よ
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と
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に
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練

や
計

画
の
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に
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う
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こ
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れ

て
い
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す
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由
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災
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援
ニ

ー
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有
す

る
情
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共

有
ツ

ー
ル

（
医

療
機

関
の

E
M
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）
の

介
護
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福
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版
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つ

い
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必
要
で
あ
る
 

 
 

2 
不
要
で
あ
る
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